


胃がん・肺がん検診車の様子

胃がん検診車の内部（撮影台）

　
胃
が
ん
は
、
日
本
人
に
多
い
が
ん
で
す
。

近
年
、
胃
が
ん
の
死
亡
率
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

●
市
の
胃
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

対
象　
40
歳
以
上
（
平
成
26
年
３
月
31
日
時

点
）
の
市
民

方
法　
問
診
、エ
ッ
ク
ス
線
撮
影（
バ
リ
ウ
ム
）

【
胃
が
ん
検
診
の
流
れ
】

①
発
泡
剤
を
少
量
の
バ
リ
ウ
ム
で
飲
み
ま
す
。

　
胃
が
膨
ら
ん
で
く
る
の
で
、
ゲ
ッ
プ
が
出

　
や
す
く
な
り
ま
す
。
検
査
終
了
ま
で
、

　
ゲ
ッ
プ
は
我
慢
し
ま
し
ょ
う
。

②
バ
リ
ウ
ム
を
飲
み
ま
す
。

③
撮
影
台
に
立
ち
ま
す
。
撮
影
台
が
少
し
ず

　
つ
倒
れ
ま
す
。

④
放
射
線
技
師
よ
り
、
撮
影
台
の
上
で
仰
向

　
け
や
う
つ
伏
せ
、
体
を
左
右
に
回
転
さ
せ

　
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

　
か
ら
撮
影
を
行
い
ま
す
。途
中
、う
つ
伏
せ

　
で
頭
を
下
げ
る
姿
勢
も
あ
り
ま
す
。

⑤
撮
影
台
が
立
っ
て
止
ま
っ
た
ら
、
検
査

　
終
了
で
す
。

※
検
査
後
は
、検
査
会
場
で
下
剤
を
内
服
し
、

　
バ
リ
ウ
ム
が
速
や
か
に
体
外
に
排
出
さ
れ

　
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
水
分
を
摂
っ
て
く

　
だ
さ
い
。

※
バ
リ
ウ
ム
の
検
査
は
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

　
ア
レ
ル
ギ
ー
や
、
腸
閉
塞
、
消
化
管
穿せ

ん

孔こ
う

　
等
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
既
往
歴
に
よ
っ
て
は
、
受
診
で
き
な
い
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

　
肺
が
ん
に
か
か
る
人
は
、
40
歳
代
後
半
か

ら
増
加
し
始
め
て
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
多
く

な
り
ま
す
。

●
市
の
肺
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

対
象　
40
歳
以
上
（
平
成
26
年
３
月
31
日
時

点
）
の
市
民

方
法　
問
診
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

※
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク

　
の
方
は
、
喀か

く

た
ん
検
査
も
お
受
け
く
だ
さ

　
い
。

　
大
腸
が
ん
は
、
食
生
活
が
欧
米
化
し
た
日

本
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
大
腸
が
ん
が

で
き
や
す
い
の
は
、
肛
門
に
近
い
直
腸
と
、

直
腸
に
つ
な
が
る
Ｓ
状
結
腸
で
、
全
体
の
お

よ
そ
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
市
の
大
腸
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
ま
た
は

　
個
別
検
診
）

対
象　
40
歳
以
上
（
平
成
26
年
３
月
31
日
時

点
）
の
市
民

方
法　
問
診
、
便
潜
血
反
応
検
査
２
日
法

　
前
立
腺
が
ん
は
、
欧
米
に
多
い
が
ん
で
す

が
、
近
年
、
日
本
で
も
急
激
に
増
え
て
い
ま

す
。

●
市
の
前
立
腺
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
ま
た

　
は
個
別
検
診
）

対
象　
50
歳
以
上
（
平
成
26
年
３
月
31
日
時

点
）
の
男
性

方
法　
問
診
、
血
液
検
査
（
血
中
Ｐ
Ｓ
Ａ

〔
前
立
腺
特
異
抗
原
〕
測
定
）

　
子
宮
が
ん
に
は
子
宮
頸
が
ん
と
子
宮
体
が

ん
が
あ
り
ま
す
。

◆
子
宮
頸
が
ん

　
子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の
入
り
口
で
あ
る
頸

部
の
上
皮
（
表
面
の
細
胞
）
か
ら
発
生
し
ま

す
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

の
感
染
が
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
近
年

で
は
20
歳
代
の
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。

久
喜
市
が
ん
検
診
推
進
標
語

「
自
分
の
た
め　

家
族
の
た
め
に
も　

が
ん
検
診
」

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か

　
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
が
大
切
で
す
。
職
場
検
診

や
人
間
ド
ッ
ク
、
市
の
検
診
な
ど
を
利
用
し
て
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係
（
中
央
・
☎
21
・
５
３
５
４
／
菖
蒲
・
☎
85
・

７
０
２
１
／
栗
橋
・
☎
52
・
５
５
７
７
／
鷲
宮
・
☎
58
・
８
５
２
１
）

胃
が
ん

〜
日
本
人
が
最
も
か
か
り
や
す
い
〜

肺
が
ん

〜
禁
煙
が
最
大
の
予
防
法
〜

大
腸
が
ん

〜
最
近
増
加
し
て
い
ま
す
〜

前
立
腺
が
ん

〜
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
〜

子
宮
が
ん

〜
頸け

い

が
ん
は
、若
い
世
代
で
増
え
て
い
ま
す
〜
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久喜市のがん統計（平成23年　人口動態統計年報結果表より）

●死因順位別にみた死亡総数に占める割合

　第１位　悪性新生物（がん）　30.2％
　第２位　心疾患　16.5％
　第３位　肺炎　12.1％
●悪性新生物（がん）の部位別死亡順位

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

男性 肺 胃 大腸 肝臓 食道

女性 大腸 肺 胃 乳房 胆のう

男女計 肺 胃 大腸 肝臓 胆のう

◆
子
宮
体
が
ん

　
子
宮
体
が
ん
は
、
子
宮
の
奥
に
あ
た
る
体

部
の
う
ち
の
内
膜
か
ら
発
生
し
ま
す
。
内
膜

は
生
理
の
時
に
は
が
れ
て
し
ま
う
の
で
、
閉

経
前
の
女
性
に
は
体
が
ん
の
発
生
は
多
く
な

く
、
50
歳
以
降
で
多
く
な
り
ま
す
。

●
市
の
子
宮
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
ま
た
は

　
個
別
検
診
）

対
象　
20
歳
以
上
（
平
成
26
年
３
月
31
日
時

点
）
で
偶
数
年
齢
の
女
性

方
法

・
集
団
検
診
（
頸
が
ん
）
…
問
診
、
内
診
、

　
子
宮
頸
部
細
胞
診

・
個
別
検
診
（
頸
が
ん
お
よ
び
体
が
ん
）
…

　
問
診
、
内
診
、
子
宮
頸
部
細
胞
診
。
医
師

　
が
必
要
と
認
め
た
方
の
み
、
頸
が
ん
検
診

　
に
あ
わ
せ
て
子
宮
体
部
細
胞
診
を
行
い
ま
す
。

※
子
宮
が
ん
検
診
は
昨
年
度
受
診
し
て
い
な

　
い
奇
数
年
齢
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
、
日
本
人
女
性
の
か
か
る
が
ん

で
は
第
１
位
で
、
か
か
っ
た
数
も
死
亡
数
も

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
30
歳
代
か
ら
増
加

し
、
50
歳
代
前
後
を
中
心
に
ピ
ー
ク
が
あ
り

ま
す
。

●
市
の
乳
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

対
象　
30
歳
以
上
（
平
成
26
年
３
月
31
日
時

点
）
で
偶
数
年
齢
の
女
性

方
法

・
30
歳
代
の
偶
数
年
齢
の
方
…
問
診
、
視

　
触
診

※
た
だ
し
、
30
歳
代
の
方
で
も
、
医
師
が
必

　
要
と
認
め
た
方
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影

　
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
方
…
問
診
、
視

　
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影

※
子
宮
が
ん
検
診
同
様
、
昨
年
度
受
診
し
て

　
い
な
い
奇
数
年
齢
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

　
す
。

※
集
団
検
診
と
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ふ

　
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
等
で
行
う
検
診
、

　
個
別
検
診
と
は
、
市
内
委
託
医
療
機
関
で

　
行
う
検
診
の
こ
と
で
す
。

がん相談支援センターをご存じですか
　がんについてのいろいろな相談ができる「相談支援センター」が、全国のがん診療連携拠点病院に
設置されています。相談支援センターは、がんのことやがんの治療について知りたい、今後の療養や

●県立がんセンター　相談支援センター（伊奈町）　☎048－722－1111
●さいたま赤十字病院　医療福祉相談室（さいたま市）　☎048－852－2861
●さいたま市立病院　がんなんでも相談室（さいたま市）　☎048－873－4111
●春日部市立病院　相談支援室（春日部市）　☎048－735－1261
●獨協医科大学越谷病院総合医療相談部　腫瘍センター相談支援部門（越谷市）　☎048－965－1111

＜久喜市近郊のがん相談支援センター＞

※予約が必要な場合がありますので、事前に各相談支援センターへお問い合わせください。
※その他の相談支援センターやがんに関する情報は、国立がん研究センターがん対策情報センター
　「がん情報サービス」のサイト（http://ganjoho.jp/public/index.html）で調べることができ
　ます。

生活のことが心配など、がんの医療に関わる質問や相談ができ、患者や家族の方な
ど、誰でも無料で利用できます。
　センターでは、がんについて詳しい看護師や生活全般の相談ができるソーシャル
ワーカーなどが、相談員として質問や相談に応じます。久喜市近郊のがん相談支援
センターは次のとおりです。

乳
が
ん

〜
女
性
の
か
か
る
が
ん
第
１
位
〜

●がん検診を受けていますか●
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「要介護認定」申請から結果通知までの流れ

①「要介護認定」の申請をします
申請場所：介護福祉課・各総合支所福祉課・各地域包括支援セン
ター・居宅介護支援事業者等
※家族の方も申請ができます。

②訪問調査を行います
　市の調査員が心身の状態や日中の生活、医療に関することなどの聞
き取り調査を行います。

④認定結果が届きます
　認定結果通知書と要介護度を記載した保険証が届きます。最初の認
定期間は原則６か月で、その後は更新申請を行います。更新の認定期
間は３か月から24か月で状態により決まります。心身の状態が悪化し
た場合は、随時、区分の変更申請ができます。認定結果は原則申請か
ら30日以内に通知しますが、事情により30日を越える新規・区分変更
申請者の方には、その旨を郵送でお知らせします。

③審査・判定を行います
　訪問調査の結果と、市から直接主治医に依頼して傷病や心身の状態
を記載した主治医意見書をもとにコンピューターによる１次判定を行
います。さらに、その結果と主治医意見書などをもとに、専門家で構
成する介護認定審査会で、要介護度を判定します。

要介護
1・2・3・4・5

要支援
1・2

非該当

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
が
必
要
で
す
。

　
要
支
援
１
・
２
の
方
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
要
介
護
１
〜
５
の
方
は
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

⑴
居
宅
サ
ー
ビ
ス

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
「
訪
問
介

護
」
な
ど
、
自
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
も
の
や
「
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」な
ど
、
施
設

に
通
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
福
祉
用
具
の
購
入

費
用
や
住
宅
改
修
費
用
の
支
給
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

⑵
施
設
サ
ー
ビ
ス

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
、
介

護
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

⑶
利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度

○
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費 

　
１
か
月
の
利
用
者
負
担
額
が
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ

り
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　
同
じ
医
療
保
険
の
世
帯
内
で
、

毎
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の

医
療
と
介
護
を
合
わ
せ
た
自
己
負

担
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申

請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
短
期
入
所
を

新たな居宅サービス（定期巡
回・随時対応型訪問介護看護
サービス）ができました

　住み慣れた自宅で、要介護者の生活を
24時間支える仕組みとして、「定期巡
回・随時対応型訪問介護看護」サービス
が、平成24年度から始まりました。
　日中・夜間を通じて、訪問介護と訪問
看護を一体的に、あるいは密接に連携し
ながら、定期の巡回訪問と、何かあった
場合には随時の対応を行うサービスで
す。
　訪問回数にかかわらず、利用者負担額
は月額定額制です。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
は

　
介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
加
入
者
と
な
り
、
保
険
料
を
負
担
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
制

度
で
す
。
65
歳
以
上
の
方
を
第
１
号
被
保
険
者
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
を
第
２
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

介
護
保
険
を
利
用
す
る
と
き
は
、
市
が
行
う
「
要
介
護
認
定
」
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
要
介
護
認
定
に
関
す
る
こ
と
…
介
護
福
祉
課
介
護
認
定
係
（
内
線
３
２
６
８
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課

　
　
　
　
（
菖
蒲
・
内
線
１
５
０
／
栗
橋
・
内
線
２
３
３
／
鷲
宮
・
内
線
１
７
４
）

　
　
　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
…
介
護
福
祉
課
保
険
料
・
給
付
係
（
内
線
３
２
６
６
）

　
　
　
　
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
…
介
護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
６
１
）
／
各
総
合

　
　
　
　
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
５
１
／
栗
橋
・
内
線
２
３
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
７
２
）
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含
む
）
を
利
用
す
る
際
の
居
住

費
・
食
費
に
つ
い
て
、
低
所
得
者

の
方
に
自
己
負
担
の
限
度
額
を
設

け
て
い
ま
す
。

○
利
用
者
負
担
助
成
制
度 

　
市
で
は
、居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
低
所
得
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
利
用
者
負
担
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
支
給
限
度
額
上
乗
せ
助
成
制
度

　
区
分
支
給
限
度
基
準
額
を
超
え

て
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
の
超
過
分
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
市
で
は
、
申
請
に
よ

り
超
過
利
用
分
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

※
社
会
福
祉
法
人
等
の
サ
ー
ビ
ス

　
を
利
用
す
る
方
の
負
担
軽
減
制

　
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

⑴
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

　
介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
が
虚

弱
等
で
支
援
が
必
要
な
方
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容　
買
い
物
、調
理
、

掃
除
等

利
用
時
間　
１
日
90
分
以
内
で

週
２
回
ま
で

⑵
緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム

　
自
宅
で
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、
民
間

の
緊
急
通
報
セ
ン
タ
ー
に
24
時

間
通
報
で
き
ま
す
。

⑶
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
日
常
的
に
調
理
が
困
難
な
方
の

自
宅
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
弁
当
（
昼
食
）
を
お
届
け
し
ま

す
。

・
週
６
回
以
内
（
月
〜
土
曜
日
）

⑷
県
社
協
「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

　

ね
っ
と
」
利
用
料
の
助
成

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
支
援

員
が
行
う
金
銭
管
理
等
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

⑸
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
の
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防
の

た
め
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
体
操
・

給
食
・
趣
味
活
動
等
を
週
1
回
行

い
ま
す
。

【
実
施
会
場
】

久
喜
地
区　
10
会
場

菖
蒲
地
区　
４
会
場

栗
橋
地
区　
３
会
場

鷲
宮
地
区　
５
会
場

※
菖
蒲
地
区
で
は
１
会
場
増
え
る

　
予
定
で
す
。

※
会
場
の
詳
し
い
場
所
や
開
催
日

　
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑹
高
齢
者
日
常
生
活
用
具
購
入

　

費
助
成

　
一
人
暮
ら
し
の
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
が
、
電
磁
調
理
器
・
火

災
警
報
器
・
自
動
消
火
器
を
購
入

し
た
場
合
に
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

⑺
寝
具
乾
燥
消
毒
等
サ
ー
ビ
ス

　
寝
具
の
衛
生
管
理
の
た
め
、
乾

燥
消
毒
や
水
洗
い
を
専
門
業
者
が

行
い
ま
す
。

・
乾
燥
消
毒　
月
１
回

・
水
洗
い　
　
年
２
回

⑻
訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス

　
寝
た
き
り
の
方
の
自
宅
に
理
容

師
が
訪
問
し
て
調
髪
等
を
行
い
ま

す
。

利
用
回
数　
年
４
回
ま
で

⑼
家
族
介
護
用
品
支
給

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
要
介
護

３
・
４
・
５
の
方
を
介
護
す
る
家

庭
に
、
介
護
用
品
（
月
額
６
３
０

０
円
以
内
）
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
品　
紙
お
む
つ
・
尿
取
り
パ
ッ

ト
・
使
い
捨
て
手
袋
・
清
拭
剤
・

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
・
シ
ー
ツ

⑽
徘
徊
高
齢
者
・
障
が
い
者
探
索

　

シ
ス
テ
ム

　
徘
徊
行
動
の
あ
る
認
知
症
高
齢

者
の
方
の
行
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
場
合
に
、
本
人
が
身
に
付

け
た
携
帯
端
末
機
に
よ
り
情
報
セ

ン
タ
ー
が
居
場
所
を
特
定
し
て
、

家
族
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
緊

急
対
処
員
が
急
行
し
一
時
保
護
し

ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

　
用
す
る
場
合
は
、
年
齢
要
件
や

　
利
用
料
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
ぐ

る
み
で
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
な
る
機
関
で
す
。

　
保
健
師
や
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
等
が
、
互
い
に
連
携

し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
の
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
（
内
線
３
２
７
１
）

【
こ
ん
な
と
き
に

お
役
に
立
ち
ま
す
】

⑴
総
合
相
談

○
医
療
や
生
活
に
関
す
る
こ
と

○
地
域
に
住
む
一
人
暮
ら
し
の
高

　
齢
者
の
生
活
に
つ
い
て
の
心
配

　
ご
と　
な
ど

⑵
権
利
擁
護

○
成
年
後
見
制
度
の
活
用

○
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ

　
ブ
ル
・
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る

　
こ
と　
な
ど

⑶
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

○
要
支
援
１
・
２
の
方
の
介
護
予

　
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成　
な
ど

⑷
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

　

メ
ン
ト

○
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の

　
支
援
・
指
導

○
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り 

な
ど

【
相
談
窓
口
】

・
久
喜
西
地
区

　
久
喜
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
（
介
護
福
祉
課
内　
内
線

　
３
２
７
２
）

・
久
喜
東
地
区

　
久
喜
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
（
久
喜
市
社
会
福
祉
協
議

　
会
内　
☎
23
・
８
８
４
５
）

・
菖
蒲
地
区

　
菖
蒲
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
菖
蒲
総
合
支
所
福
祉
課
内

　
内
線
１
５
７
）

・
栗
橋
地
区

　
栗
橋
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
栗
橋
総
合
支
所
福
祉
課
内

　
内
線
２
３
４
）

・
鷲
宮
地
区

　
鷲
宮
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
鷲
宮
総
合
支
所
福
祉
課
内

　
内
線
１
７
０
）

●介護サービスをご利用ください●

介
護
保
険
以
外
の

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
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東鷲宮駅西口自転車駐車場完成イメージ

東鷲宮駅西口自転車駐車場案内図

東鷲宮駅西口
自転車駐車場

～利用料金～

区　　分 利用料金

定
期
利
用

自転車

１階屋内 一般 2,500円／月

２階屋内
一般 2,200円／月

学生 1,800円／月

バイク
（50cc以下)

１階屋外 一般

3,500円／月

バイク
（50cc超～
125cc以下）

4,000円／月

一
時
利
用

自転車【１・２階屋内】
24時間以内
１回／150円

バイク（50cc以下）【１階屋外】
24時間以内
１回／250円

バイク（50cc超～125cc以下）
【1階屋外】

24時間以内
１回／350円

　
（
公
財
）自
転
車
駐
車
場
整
備
セ

ン
タ
ー
が
整
備
を
進
め
て
い
る
東

鷲
宮
駅
西
口
自
転
車
駐
車
場
が
、

10
月
１
日
㈫
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

●
利
用
料
金
の
減
額

　
定
期
利
用
者
の
う
ち
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
方
で
、
次
に
該
当

す
る
方
は
、
利
用
料
金
を
２
分
の

１
に
減
額
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
利
用
申
し
込
み
の
際

に
、
手
帳
ま
た
は
受
給
証
の
提
示

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

②
療
育
手
帳
所
持
者

●
定
期
利
用
の
申
し
込
み

受
付
期
間　
９
月
21
日
㈯
〜
30
日
㈪

受
付
時
間　
月
〜
金
曜
日
…
６
時

30
分
〜
20
時
／
土
・
日
曜
日
、
祝

日
…
10
時
〜
17
時

場
所　
東
鷲
宮
駅
西
口
自
転
車
駐

車
場
（
現
地
）

受
付
方
法　
申
込
順
（
定
期
利
用

定
数
を
受
け
付
け
た
時
点
で
締
め

切
り
と
な
り
ま
す
。
）

※
期
間
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

管
理
・
問
合
せ　
（
公
財
）
自
転

車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
管
理
部

☎
03
・
３
６
６
７
・
１
２
４
１
／

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

９
時
〜
17
時

　
本
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
の
着
手

に
伴
い
、
12
月
２
日
㈪
か
ら
、
本

庁
舎
内
の
建
設
部
の
全
６
課
（
建

設
管
理
課
、
道
路
河
川
課
、
営
繕

課
、
都
市
計
画
課
、
都
市
整
備
課
、

開
発
建
築
課
）
お
よ
び
教
育
委
員

会
教
育
部
の
４
課（
教
育
総
務
課
、

学
務
課
、
指
導
課
、
生
涯
学
習
課
）

な
ら
び
に
公
文
書
館
内
の
教
育
部

文
化
財
保
護
課
を
移
転
し
ま
す
。

　
な
お
、
教
育
委
員
会
教
育
部
の

移
転
に
伴
い
、
教
育
総
務
課
菖
蒲

分
室
を
廃
止
し
、
新
た
に
本
庁
舎

に
久
喜
分
室
を
設
置
し
ま
す
。

問
合
せ　
企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
内
線
２
２
８
１
）

　
有
効
期
間
が
平
成
25
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で

の
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
９
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で

送
付
し
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
平
成
25
年
９
月
30

日
ま
で
の
被
保
険
者
証
は
10
月
１

日
㈫
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
被

保
険
者
証
は
、
市
民
課
（
総
合
窓

口
）
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
中
央
公

民
館
、
東
公
民
館
、
西
公
民
館
、

中
央
図
書
館
、
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
ら
れ
た
回
収
箱

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
国
民
健
康
保
険
課
保
険

税
係
（
内
線
３
４
５
５
）
／
各
総

合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線
１

２
２
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲

宮
・
内
線
１
２
７
）

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

　
持
者

④
生
活
保
護
受
給
証
所
持
者

※定期利用は、１か月、３か月および６か月の利用単位とな
ります。
※学生料金の対象となる方は、受け付けの際に学生証と通学
証明書等を提示してください。
※収容可能なバイク（総排気量125㏄以下）は、幅0.8m×奥
行2.0m以内となります。

東
鷲
宮
駅
西
口
自
転
車
駐
車
場
オ
ー
プ
ン

〜
利
用
申
し
込
み
を
開
始
し
ま
す
〜

移転先

部・課名 12月１日㈰
まで

12月２日㈪
から

建設部（建設管理課、
道路河川課、営繕課、
都市計画課、都市整備
課、開発建築課）

本庁舎２階

第二庁舎
（北青柳1404、
旧幸手保健所久
喜分室)

教育委員会教育部（教
育総務課、学務課、指
導課、生涯学習課)

本庁舎４階
菖蒲総合支所3階
（菖蒲町新堀38)

教育委員会教育部
（文化財保護課） 公文書館内

新
し
い
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す

―

市
役
所
の
部
署
の
移
転
の
お
知
ら
せ―

12
月
２
日
㈪
か
ら
建
設
部
が
第
二
庁
舎
に
、

教
育
委
員
会
が
菖
蒲
総
合
支
所
内
に
移
転
し
ま
す
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東部北地区医療圏管内図

　
埼
玉
県
は
、
人
口
１
人
当
た
り
の
医
師
の
数
が

　
埼
玉
県
は
、
人
口
１
人
当
た
り
の
医
師
の
数
が

全
国
で
１
番
少
な
い
県
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
東

全
国
で
１
番
少
な
い
県
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
東

部
北
地
区

部
北
地
区（（
※※
））と
呼
ば
れ
て
い
る
医
療
圏

と
呼
ば
れ
て
い
る
医
療
圏
は
、
医

は
、
医

療
機
関
、
医
師
な
ど
の
医
療
資
源
が
少
な
く
医
療

療
機
関
、
医
師
な
ど
の
医
療
資
源
が
少
な
く
医
療

過
疎
地
域
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

過
疎
地
域
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
で
、
今
年
１
月
に
救
急
搬
送
困
難
を

　
こ
の
地
域
で
、
今
年
１
月
に
救
急
搬
送
困
難
を

来
た
し
、
患
者
さ
ん
が
搬
送
先
の
病
院
で
死
亡
が

来
た
し
、
患
者
さ
ん
が
搬
送
先
の
病
院
で
死
亡
が

確
認
さ
れ
る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

確
認
さ
れ
る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、

の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、

埼
玉
県
や
東
部
北
地
区
で
も
検
討
を
行
っ
て
い
ま

埼
玉
県
や
東
部
北
地
区
で
も
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
対

す
。
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
対

す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
必
要
で
す
。
ご
協
力
を

す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
必
要
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す
。

※
東
部
北
地
区
医
療
圏
と
は

※
東
部
北
地
区
医
療
圏
と
は
、、
久
喜
市

久
喜
市
、、
加
須
市

加
須
市
、、

　　
羽
生
市

羽
生
市
、、
蓮
田
市
、
幸
手
市
、
白
岡
市
、
宮
代

蓮
田
市
、
幸
手
市
、
白
岡
市
、
宮
代

　
町
、
杉
戸
町
の
６
市
２
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る

　
町
、
杉
戸
町
の
６
市
２
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る

　
第
二
次
救
急
医
療
圏
の
こ
と
で
す
。

　
第
二
次
救
急
医
療
圏
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
課
地
域
医
療
係

　
　
　
　
（
内
線
３
４
２
３
）

①
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
日
ご
ろ

か
ら
、
健
康
相
談
や
病
気
に
な
っ

た
と
き
の
初
期
医
療
な
ど
を
行
う

お
医
者
さ
ん
の
こ
と
で
す
。
体
調

が
悪
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
身
近

な
か
か
り
つ
け
医
に
診
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　
か
か
り
つ
け
医
は
、
医
療
と
患

者
さ
ん
と
の
架
け
橋
的
な
存
在
で

す
。
病
気
に
な
っ
た
と
き
や
高
度

な
治
療
が
必
要
な
と
き
は
、
適
切

な
専
門
医
や
入
院
施
設
（
大
き
な

病
院
）
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
と
設
備
の
整
っ

た
大
き
な
病
院
で
は
、
医
療
の
役

割
分
担
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

②
軽
症
の
場
合
は
、
休
日
や
夜
間

　

の
救
急
外
来
の
受
診
は
避
け
ま

　

し
ょ
う

　
軽
症
の
場
合
な
ど
緊
急
性
が
な

い
患
者
さ
ん
が
休
日
や
夜
間
に
受

診
す
る
と
、
緊
急
医
療
を
担
う
ス

タ
ッ
フ
が
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ

て
負
担
が
大
き
く
な
り
、
本
来
救

急
医
療
が
必
要
な
急
病
者
、
重
傷

者
の
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
休
日
や
夜
間
に
受
診
し
よ
う
と

す
る
際
に
は
、
平
日
の
時
間
内
に

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
で
、
こ
の
地
域
の
医
療

資
源
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
救
急
車
の
適
正
利
用
に
協
力
し

　

ま
し
ょ
う

　
総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
、
救

急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数

が
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と

い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
軽
い
症

状
の
場
合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
救
急
車
以
外
の
方
法
で

病
院
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
か

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
は
、
限
ら
れ
た
資
源
で

す
。
必
要
な
方
が
利
用
で
き
る
よ

う
、
救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
み

ん
な
で
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
小
児
救
急
電
話
相
談
（
＃
８
０

　

０
０
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
な

病
気
に
ど
う
対
応
し
て
よ
い
か

困
っ
た
と
き
は
、
小
児
救
急
電
話

相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
医
療
機
関
情
報
は
、
埼
玉
県
救

　

急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
を
利
用

　

し
ま
し
ょ
う

　
休
日
、
祝
日
、
夜
間
な
ど
、
ど

こ
で
診
て
も
ら
え
ば
い
い
か
分
か

ら
な
い
と
き
は
、
埼
玉
県
救
急
医

療
情
報
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

※
22
ペ
ー
ジ
の
小
児
救
急
電
話

　
相
談
、
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報

　
セ
ン
タ
ー
（
医
療
機
関
案
内
）

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東部北地区

地
域
医
療
を
守
る
の
は
、一
人
一
人
の
心
が
け

〜
必
要
と
す
る
方
に
救
急
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜
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交
通
安
全
の
普
及
・
浸
透
を
図
っ
て
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
習

慣
付
け
て
、
一
人
一
人
が
道
路
交
通
環
境
の

点
検
や
改
善
に
向
け
て
取
り
組
め
る
よ
う
、

交
通
事
故
防
止
を
徹
底
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

　
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　
（
特
に
、反
射
材
用
品
等
の
着
用
の
推
進
お

　
よ
び
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

飲
酒
運
転
の
根
絶

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
人
も
車
も
自
転
車
も

　
　
　
　
安
心
・
安
全　
埼
玉
県
」

重
点
１　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

信
号
機
が
青
で
も
、
左
右
の
安
全
を
確
認

　
し
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ー
ブ
や
見
通
し
の
悪
い
所
の
横
断
や
斜

　
め
横
断
は
止
め
、
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
を

　
渡
り
ま
し
ょ
う
。

夜
間
や
夕
暮
れ
時
に
出
掛
け
る
と
き
に
は
、

　
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
る
よ
う

　
明
る
い
色
の
服
を
着
ま
し
ょ
う
。

重
点
２　

交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

交
差
点
は
車
・
自
転
車
・
歩
行
者
な
ど
が

　
頻
繁
に
行
き
交
う
危
険
な
場
所
で
す
。
市

　
内
の
交
通
事
故
の
多
く
は
交
差
点
お
よ
び

　
そ
の
付
近
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
っ
か

　
り
と
安
全
確
認
を
し
て
、
信
号
機
の
あ
る

　
交
差
点
で
は
安
全
な
停
止
お
よ
び
正
し
い

　
横
断
等
を
実
践
し
、
交
差
点
お
よ
び
そ
の

　
付
近
で
の
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

重
点
３　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
の
う
ち
約
９

　
割
は
自
転
車
側
に
も
違
反
が
あ
り
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵じ

ゅ
ん

守し
ゅ

と
交
通
マ
ナ
ー
の
向

　
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
が
自
転
車

　
を
運
転
す
る
と
き
や
、
子
ど
も
を
自
分
の

　
自
転
車
に
同
乗
さ
せ
る
と
き
は
、
乗
車
用

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま

　
し
ょ
う
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
先
駆
け
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
パ
レ
ー
ド
お
よ
び
街
頭
啓

発
を
行
い
ま
す
。

日
程　
９
月
21
日
㈯　
※
雨
天
中
止

◆
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
パ
レ
ー
ド 

　
９
時
50
分
久
喜
市
役
所
出
発
〜
10
時
久
喜

　
駅
西
口
到
着
予
定

※
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
展
示
を
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

　
ド
ー
久
喜
店
立
体
駐
車
場
の
屋
上
３
階
で

　

行
い
ま
す
。

◆
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

パ
レ
ー
ド
到
着
後
、久
喜
駅
西
口
駅
前
ロ
ー

タ
リ
で
鷲
宮
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
お

よ
び
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　
久
喜
警
察
署
交
通
課
総
務
係　
☎

 
24・０
１
１
０
／
生
活
安
全
課
交
通
防
犯
係

（
内
線
２
６
３
５
）

　
栗
橋
地
区
で
は
、
交
通
事
故
の
撲
滅
を
目

指
し
、
栗
橋
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
栗
橋
小

学
校
鼓
笛
隊
の
演
奏
で
、
「
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
程　
９
月
15
日
㈰　
※
雨
天
中
止

９
時
40
分
栗
橋
小
学
校
校
庭
集
合
／
10
時
出

発
〜
11
時
栗
橋
い
き
い
き
活
動
セ
ン
タ
ー
し

ず
か
館
到
着
、
11
時
15
分
解
散
予
定

問
合
せ　
栗
橋
総
合
支
所
市
民
課
（
内
線
２

１
８
）

　

守
ろ
う
！　

自
転
車
安
全
利
用
５
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外 

②
車
道
は
左
側
を
通
行 

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る 

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯 

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安

　
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す

　
９
月
21
日
㈯
か
ら
30
日
㈪
ま
で
、「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
最
近
、
自
転
車
の
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
ぜ
ひ
、
一
人
一
人
が

も
う
一
度
交
通
ル
ー
ル
を
見
直
し
、
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
生
活
安
全
課
交
通
防
犯
係
（
内
線
２
６
３
５
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
目
的

全
国
の
重
点
目
標

埼
玉
県
の
重
点
目
標

久
喜
市
の
重
点
目
標

■
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
パ
レ
ー
ド
・
街
頭

　

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

■
栗
橋
地
区
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を

　

実
施
し
ま
す
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協定書を取り交わす㈱ゼンリン宮
崎関東エリア総括部長（写真右）
と田中市長

久喜市公式Facebook（フェイスブック）
ページをはじめました

Ｑ

予
約
の
電
話
は
、
ど
こ
に
す
れ

ば
い
い
の
？

Ａ

久
喜
市
デ
マ
ン
ド
交
通
予
約
セ

ン
タ
ー
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。
ま

た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
予
約
で
き
ま

す
。

☎
53

・６
１
４
２
／

53･６
１
４
３

Ｑ

利
用
者
登
録
を
申
請
す
れ
ば
、

す
ぐ
に
予
約
で
き
る
の
？

Ａ

利
用
登
録
申
請
書
を
提
出
し
た

後
、
登
録
完
了
の
は
が
き
が
届
い

て
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。

Ｑ

誰
で
も
利
用
で
き
る
の
？

Ａ

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し

て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
利
用
で
き

ま
す
。

Ｑ
友
達
も
一
緒
に
乗
車
で
き
る
の
？

Ａ

事
前
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、

予
約
を
し
て
い
れ
ば
乗
車
で
き
ま

す
。

Ｑ

予
約
の
受
付
時
間
と
予
約
期
間

は
？

Ａ

受
付
時
間
は
、
７
時
か
ら
16
時

30
分
と
な
り
ま
す
。
予
約
期
間

は
、
１
週
間
前
か
ら
乗
り
た
い
便

の
30
分
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
第
１
便
の
予
約
は
前
日
の
16

時
30
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
前
日

が
日
曜
・
祝
日
等
の
場
合
は
、
利

用
日
の
前
の
運
行
日
の
16
時
30
分

ま
で
）

Ｑ

帰
り
の
予
約
も
一
緒
に
で
き
る

の
？

Ａ

帰
り
の
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る

場
合
は
、一
緒
に
予
約
で
き
ま
す
。

Ｑ

迎
え
に
来
る
時
間
や
目
的
地
に

到
着
す
る
時
間
は
指
定
で
き
る

の
？

Ａ

乗
り
合
い
に
よ
る
利
用
の
た
め
、

指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
デ
マ
ン
ド

交
通
は
、
７
時
（
発
時
刻
）
か
ら

17
時
（
発
時
刻
）
ま
で
（
12
時
を

除
く
）の
１
時
間
間
隔
で
運
行
し
、

１
時
間
以
内
に
送
迎
し
ま
す
。
時

間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

（
例
：
10
時
出
発
便
を
利
用
し
た

場
合
は
、
11
時
ま
で
に
目
的
地
ま

で
送
迎
し
ま
す
。
）

Ｑ

予
約
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
場

合
に
は
、
待
っ
て
く
れ
る
の
？

Ａ

他
の
利
用
者
の
方
に
影
響
し
ま

す
の
で
、
出
発
し
ま
す
。
お
早
め

に
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
取
り
消
し
の

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

予
約
を
取
り
消
す
場
合
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
は
発
生
す
る
の
？

Ａ

キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
発
生
し
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
譲
り

合
っ
て
乗
っ
て
い
た
だ
く
公
共
交

通
で
す
の
で
、
他
の
利
用
者
の
方

の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
、
キ
ャ

ン
セ
ル
の
連
絡
は
で
き
る
だ
け
早

く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

久
喜
地
区
の
住
所
で
も
利
用
で

き
る
の
？

Ａ

「
菖
蒲
地
区
」
ま
た
は
「
栗

橋
・
鷲
宮
地
区
」
の
エ
リ
ア
内
の

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
か
ら
目
的
地

で
あ
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

Ｑ

介
助
者
も
乗
車
で
き
る
の
？

Ａ

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
予
約
の

際
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、「
久
喜
市
暮
ら
し
の
便

利
帳
２
０
１
４
年
版
」
を
発
行
す

る
た
め
、
㈱
ゼ
ン
リ
ン
と
協
働
発

行
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
こ
の
暮
ら
し
の
便
利
帳
は
、
行

政
手
続
き
な
ど
の
情
報
ペ
ー
ジ
を

市
が
担
当
し
、
市
内
地
図
や
デ
ザ

イ
ン
、
編
集
、
有
料
広
告
の
募
集

を
㈱
ゼ
ン
リ
ン
が
担
当
す
る
「
官

民
協
働
事
業
」
と
し
て
作
成
し
ま

す
。
市
内
全
戸
に
配
布
す
る
ほ
か

（
平
成
26
年
２
月
予
定
）
、
市
内

に
転
入
し
た
世
帯
な
ど
に
も
市
役

所
の
窓
口
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
こ
の
暮
ら
し
の
便

利
帳
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
る
た

め
、
市
内
の
事
業
所
を
㈱
ゼ
ン
リ

ン
の
担
当
者
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
広
告
の
掲
載
を
希
望
す

る
場
合
は
、
㈱
ゼ
ン
リ
ン
へ
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

広
告
の
募
集
…
㈱
ゼ
ン

リ
ン
熊
谷
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８
・
５
２
３
・
４
７
７

４
／

０
４
８
・
５
２
４
・
６
６

９
４
／
Ｅ
メ
ー
ルkum

agayaof
@zenrin.co.jp

）　
暮
ら
し
の
便

利
帳
の
発
行
…
広
報
広
聴
課
広
報

広
聴
係
（
内
線
５
９
１
２
）

久喜市議会
建設上下水道常任委員会を
鷲宮地区で開催します

　市議会では、皆さまに議会
を身近に感じてもらえるよう、
常任委員会を各地区で開催し
ます。
　この機会に委員会を傍聴し
てみませんか。
日　時　９月24日㈫　９時
場　所　鷲宮総合支所会議室
　　　　406・407
内　容　委員会所管事項の審査
定　員　15人（当日会場先着順）
問合せ　議会総務課議事係
　　　　（内線5115）

　

今
回
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
よ
く
あ
る
質
問
（
Ｑ
＆
Ａ
）
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
号
の
広
報
く
き
に
併
せ
て
デ
マ
ン
ド
交
通
に
関
す
る

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
安
全
課
交
通
防
犯
係
（
内
線
２
６
３
４
）

〜
新
し
い
公
共
交
通
〜
最
終
回

10
月
22
日
㈫
か
ら
デ
マ
ン
ド

交
通
の
運
行
を
開
始
し
ま
す

「
久
喜
市
暮
ら
し
の
便
利
帳

２
０
１
４
年
版
」
の
発
行
で

協
定
を
締
結
・
広
告
主
も
募
集
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出前市長室での意見交換の様子
（平成24年栗橋地区で開催）

駐車場看板

　
市
で
は
、
障
が
い
者
用
駐
車
場
を
必
要
と

し
て
い
る
方
が
駐
車
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が

「
お
も
い
や
り
駐
車
場
」
を
利
用
す
る
と
き

は
、
自
動
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
内
側
か

ら
、
こ
の
利
用
証
を
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
方
々
に
、
公
共
施

設
な
ど
の
障
が
い
者
用
駐
車
場
を
適
正
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
〜
４
級
の

　
一
部

・
療
育
手
帳　
Ⓐ
、
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
う
ち
色
素
性
乾
皮
症

・
介
護
保
険
の
認
定
が
要
介
護
２
以
上

・
妊
娠
７
か
月
か
ら
産
後
３
か
月
ま
で
の
女

性　
ほ
か

利
用
で
き
る
駐
車
場　
「
お
も
い
や
り
駐
車

場
」の
看
板
が
あ
る
駐
車
場
（
公
共
施
設
等
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証
、
母
子
健
康
手
帳

申
請
先
・
問
合
せ　
障
が
い
者
福
祉
課
障
が

い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
４
５
）
／
各
総
合

支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
４
０
／
栗

橋
・
内
線
２
３
６
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
１
）

年
金
コ
ラ
ム

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

期
限
の
延
長
）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
10
年
以
内
の

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
、
後
納
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
過
去

10
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受

給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　
ご
自
身
の
年
金
記
録
に
つ
い
て
は
、
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト（http://w

w
w
.nenkin.go.jp

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
後
納
制
度
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に

よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０
／
春
日
部

年
金
事
務
所　
☎
０
４
８
・
７
３
７
・
７
５

１
２

〜
市
長
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
〜

　
菖
蒲
地
区
ま
た
は
栗
橋
地
区
で
活
動
し
て
い
る
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
、
市
長
と

日
ご
ろ
の
活
動
や
市
政
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
、
意
見
交
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
鷲
宮
地
区
は
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
久
喜
地
区
の
募
集
は

終
了
し
ま
し
た
。

問
合
せ　
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
係
（
内
線
５
９
１
１
）

日
時　
11
月
８
日
㈮　
14
時
〜
15
時
30
分

場
所　
栗
橋
総
合
支
所

応
募
要
件　
主
に
栗
橋
地
区
で
活
動
す
る

市
民
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

応
募
期
限　
９
月
30
日
㈪

募
集
団
体
数　
両
日
と
も
２
団
体

※
１
団
体
当
た
り
の
参
加
者
数
は
５
人
程

　
度
、
対
話
時
間
は
約
30
分
で
す
。
ま
た
、

　
過
去
に
出
前
市
長
室
で
懇
談
し
た
団
体
は

　
除
き
ま
す
。

応
募
方
法　
次
の
①
〜
⑤
に
つ
い
て
記
入
の

上
、
⑥
の
資
料
等
を
添
え
て
、
広
報
広
聴
課

広
報
広
聴
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　
所

在
地
記
入
不
要　
内
線
５
９
１
１
／

22
・

１
１
１
８
／
Ｅ
メ
ー
ルkoho@

city.kuki.
lg.jp

）
へ

①
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
名
称

②
代
表
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

③
主
な
活
動
内
容

④
参
加
人
数

⑤
対
話
・
懇
談
し
た
い
テ
ー
マ
（
で
き
る
限

　
り
具
体
的
に
）

⑥
活
動
内
容
が
分
か
る
チ
ラ
シ
、
総
会
資
料

　
な
ど

そ
の
他　
意
見
交
換
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
市
の
担
当
職
員
が
同
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

参
加
団
体
等
の
決
定　
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
応
募

者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

日
時　
10
月
22
日
㈫　
14
時
〜
15
時
30
分

場
所　
菖
蒲
総
合
支
所 

応
募
要
件　
主
に
菖
蒲
地
区
で
活
動
す
る

市
民
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

応
募
期
限　
９
月
20
日
㈮

【
共
通
】

テ
ー
マ　
市
政
や
市
民
活
動
に
関
す
る
こ
と

皆
さ
ん
の
「
お
も
い
や
り
」
を
お
願
い
し
ま
す

〜
久
喜
市
お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度
〜

菖蒲・栗橋
地区の開催

栗 

橋 

地 

区

菖 

蒲 

地 

区

“皆さんのご意見を
お聴かせください”

き
ょ
う
の
出
前
市
長
室
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　市では、育児の援助を行いたい人（協力会員）と育児の援助を受けたい人（依頼会員）による会員組織とし
てファミリー・サポート・センターを組織し、仕事と育児を両立できる環境の整備、地域での子育て支援の充
実を図っています。
　子育ての手伝いをしてもらいたい方、手伝いをしてみたい方、興味のある方、会員となって地域の子育て支
援に参加してみませんか。
問合せ　子育て支援課子育て支援係（内線3282）

　会員登録は、地域別に登録し、入会説明会への参加が必要
です。入会説明会では、医療講習も実施してサポートのアド
バイスを行っています。
　詳しくはお住まいの地区のセンターへお問い合わせください。
問合せ　久喜市ファミリー・サポート・センター
　　　　本部（久喜地区担当）　　　☎29－1900
　　　　菖蒲支部（菖蒲地区担当）　☎85－2015
　　　　栗橋支部（栗橋地区担当）　☎55－1148
　　　　鷲宮支部（鷲宮地区担当）　☎59－6600

保育園のお迎え・おけいこ事の送迎・
病院や仕事の面接・リフレッシュな
ど、子育てのお手伝いをお願いしたい。

空いている時間にできる範囲
で、有償ボランティアとして子
育てのお手伝いをしてみたい。

★ファミリー・サポート・センターを
　利用するには

　久喜市ファミリー・サポート・センター本部は、９月30日
㈪から、ふれあいセンター久喜１階に事務所を移転します。
新事務所　ふれあいセンター久喜（久喜市青毛753－１）
※電話場号や業務時間（９時～17時）などは変更ありません。
※菖蒲・栗橋・鷲宮の各支部は変更ありません。
問合せ　同センター本部　☎29－1900

★本部移転のお知らせ

・保育施設への送迎や保育時間開始前または
終了後の預かり
・学童保育終了後や学校の放課後の児童の預
かり
・その他会員の仕事と育児の両立のために必
要な援助（なお、児童の宿泊は行いません）
対象　生後６か月～小学６年生
報酬　月～金曜日の７時～19時…30分あたり
350円／土・日曜日、祝日、年末年始、上記
の時間外…30分あたり450円

★主な援助活動の内容
依頼会員、協力会員の
要望を聞き、援助活動
の調整（カップリング）
を行います。

日時　９月27日㈮　10時～12時
場所　ふれあいセンター久喜会議室１～３
内容　ＮＨＫ教育テレビ「すくすく子育て」で
お馴染みの井

い

桁
げた

容
よう

子
こ

先生から、子育て真っ最中
の頑張りパパ・ママと子育てサポート世代の皆
さんへ子育て応援メッセージ
対象　ファミリー・サポート・センター会員ま
たは同活動に興味のある方
定員　60人（申込順）
※託児はご相談ください。
申込期間　９月10日㈫～24日㈫　９時～16時30分
※土・日曜日、祝日を除く
申込み・問合せ　同センター本部　☎29－1900

久喜市ファミリー・サポート・センター
ステップアップ講習会
「今の子育て、昔の子育て」
～子育ては世代を超えて～ 

久喜市ファミリー・サポート・センターは久喜市ファミリー・サポート・センターは
あなたの子育てを応援しますあなたの子育てを応援します

広報　くき　2013（平成25年）.９11



住宅・土地統計調査の
シンボルマーク

　
「
ま
な
び
す
と
久
喜
」
は
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
市
民
が

集
い
、
日
ご
ろ
の
生
涯
学
習
の
成

果
を
発
表
し
た
り
交
流
し
た
り
す

る
場
で
す
。
こ
の
大
会
の
企
画
や

運
営
等
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
実
行
委
員
会　
10
月
26
日

㈯
、
11
月
23
日
㈷
、
平
成
26
年
１

月
18
日
㈯　
各
10
時
〜
11
時
30
分

大
会
当
日　
平
成
26
年
２
月
１
日

㈯
・
２
日
㈰　
９
時
〜
15
時

場
所　
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）
な
ど

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
（
高
校
生
以
上
）

申
込
期
間　

９
月
10
日
㈫
〜
30
日
㈪

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
内
線
４
２
８
１
）
へ

　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
国

（
総
務
省
統
計
局
）
が
都
道
府

県
・
市
町
村
を
通
じ
て
５
年
ご
と

に
全
国
で
実
施
す
る
調
査
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
宅
や
居
住
し

て
い
る
世
帯
に
関
す
る
実
態
を
調

べ
る
た
め
、
10
月
１
日
㈫
に
実
施

し
ま
す
。
調
査
の
対
象
は
、
全
国

か
ら
無
作
為
に
選
定
し
た
約
３
５

０
万
世
帯
で
す
。

　
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、

最
初
の
調
査
と
な
る
た
め
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
転
居
や
改
修
工

事
に
関
す
る
実
態
の
把
握
も
行
い

ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
暮
ら
し

と
住
ま
い
に
関
す
る
計
画
や
施
策

の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入

の
お
願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
企
画
政
策
課
統
計
係

　
　
　
　
（
内
線
２
２
８
４
）

　
市
で
は
、
女ひ

と

と
男ひ

と

の
共
生
セ
ミ

ナ
ー
委
託
事
業
の
企
画
を
募
集
し
、

選
定
さ
れ
た
団
体
に
事
業
を
委
託

し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
市
か
ら

委
託
を
受
け
た
団
体
が
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー
を
自
分
た
ち
で
企
画
・
運
営

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
柔
軟
な
発
想
・
企
画
を
実
現
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
事
業　
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
広
く
市
民
等

が
参
加
で
き
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
役

立
て
る
セ
ミ
ナ
ー

応
募
資
格　
市
内
を
中
心
に
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
活
動
を
行

う
団
体
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
行
お

う
と
す
る
団
体
で
、
営
利
活
動
を

目
的
と
し
な
い
団
体

※
資
格
・
選
考
に
つ
い
て
の
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
団
体
数　
２
団
体

委
託
料　
１
団
体
５
万
円（
上
限
）

募
集
期
限　
９
月
17
日
㈫　
必
着

応
募
方
法
・
問
合
せ　
応
募
用
紙

（
人
権
推
進
課
で
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送・Ｅ
メ
ー
ル
で
、

人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係

（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　
所
在

地
記
入
不
要　
内
線
２
３
２
２
／

Ｅ
メ
ー
ルjinken@

city.kuki.
lg.jp

）
へ

　
土
地
区
画
整
理
法
第
88
条
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
久
喜
都
市

計
画
事
業
清
久
工
業
団
地
周
辺
土

地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
計
画
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　
９
月
10
日
㈫
〜
23
日

㈷　
10
時
〜
16
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
実
施

縦
覧
場
所　
久
喜
市
清
久
工
業
団

地
周
辺
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務

所
（
北
中
曽
根
61
の
４
）

意
見
書
の
提
出　
換
地
計
画
に
つ

い
て
、
利
害
関
係
の
あ
る
方
は
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

提
出
期
限　
９
月
23
日
㈷　
必
着

提
出
方
法　
意
見
書
（
縦
覧
場
所

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
久
喜

市
清
久
工
業
団
地
周
辺
土
地
区
画

整
理
組
合
事
務
所
（
〒
３
４
６

－

０
０
３
６　
久
喜
市
北
中
曽
根
61

の
４
）
へ

問
合
せ　
市
都
市
計
画
課
産
業
基

盤
推
進
室
（
内
線
３
７
２
１
）
／

同
土
地
区
画
整
理
組
合　
☎
53
・

９
３
２
３

　
子
育
て
中
の
保
護
者
が
、
10
人

程
度
で
小
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

子
ど
も
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活

で
生
じ
る
悩
み
や
出
来
事
に
対
し

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ　

「
親
育
ち
・
子
育
て
」

日
時　
10
月
３
日
㈭　
９
時
30
分

受
け
付
け
／
９
時
50
分
〜
12
時

場
所　
栗
橋
文
化
会
館（
イ
リ
ス
）

対
象　
保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
・

小
学
生
・
中
学
生
の
保
護
者

※
特
に
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

　
や
家
庭
教
育
に
興
味
を
お
持
ち

　
の
方
等

申
込
期
限　
９
月
26
日
㈭　
必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係（
内
線
４
２
８
２
／

21・

４
９
７
７
）
へ

第
４
回
久
喜
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

「
ま
な
び
す
と
久
喜
」
実
行
委
員
募
集

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

久
喜
市
女ひ

と

と
男ひ

と

の
共
生
セ
ミ
ナ
ー
委
託
事
業

委
託
団
体
２
次
募
集

土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
計
画
の

縦
覧
の
お
知
ら
せ

第
４
回
家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
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平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
の
久

喜
市
の
高
齢
化
率
は
23
・
30
％

で
、
前
年
と
比
べ
て
約
１
・
４
％

増
え
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
で
み
る
と
、
前
年
に
比

べ
て
約
２
０
０
０
人
増
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
独
り
暮
ら

し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
自
分
の
人
生
を
自
分
で
決
め
、

周
囲
か
ら
そ
の
意
思
を
尊
重
さ
れ

る
こ
と
、
つ
ま
り
人
生
を
尊
厳
を

持
っ
て
過
ご
す
こ
と
は
、
介
護
の

必
要
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
望
む
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
家
族
や

親
族
な
ど
が
高
齢
者
の
人
権
を
侵

害
す
る
「
高
齢
者
虐
待
」
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
中

に
は
、
助
け
て
ほ
し
い
、
や
め
て

ほ
し
い
と
い
う
自
己
主
張
や
意
思

表
示
が
で
き
な
い
方
も
い
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
は
、
身
体
的
な
暴

力
だ
け
で
は
な
く
、
心
理
的
虐
待

（
怒
鳴
る
・
無
視
す
る
）
、
介
護

放
棄
（
介
護
の
放
棄
・
放
任
）
、

経
済
的
虐
待
（
年
金
な
ど
を
勝
手

に
使
う
）
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
故
意
に
虐
待
を
し
て
い

な
く
て
も
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
、

自
覚
が
無
い
ま
ま
、
こ
の
よ
う
な

状
況
に
陥
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
高
齢
者
が
認
知
症
等
に
よ
り
、

自
分
の
要
望
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
や
徘
徊
を
繰
り
返

す
こ
と
が
原
因
で
、
介
護
者
の
ス

ト
レ
ス
や
介
護
疲
れ
が
増
し
、
虐

待
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
近
隣
と
の
交
流
な
ど

が
少
な
く
、
身
近
な
相
談
者
が
い

な
い
た
め
、
介
護
者
が
問
題
を
抱

え
込
ん
で
し
ま
い
、
虐
待
の
早
期

発
見
が
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
家
族
や
親
戚
等
の

介
護
へ
の
関
心
が
低
い
こ
と
も
介

護
者
を
孤
立
さ
せ
る
一
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、高
齢
者
虐
待
は
、

身
近
に
起
こ
り
得
る
問
題
な
の
で

す
。

　
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
周
囲
の
小

さ
な
変
化
に
敏
感
に
な
る
こ
と
が

予
防
の
第
1
歩
で
す
。
早
期
対
応

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
を
対
象
に
集
い
の
場
を
提
供

し
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
趣

味
活
動
や
健
康
体
操
・
音
楽
療
法

等
の
活
動
を
行
い
、
友
達
作
り
や

生
き
が
い
作
り
を
支
援
し
て
い
る

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
ま
た

は
個
人
）
に
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

　
補
助
金
の
申
請
に
は
事
前
協
議

が
必
要
で
す
。

事
前
協
議
の
期
限　
９
月
30
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
「
申
請
の
手
引
き

　
（
平
成
26
年
度
版
）」（
介
護
福

　
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉

　
課
で
配
布
）
を
ご
覧
に
な
る
か

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ　
介
護
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
６

４
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
５
０
／
栗
橋
・
内
線

２
３
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
７
３
）

　
市
内
中
小
企
業
を
対
象
に
、
大

学
や
公
設
研
究
機
関
な
ど
と
共
同

で
実
施
す
る
研
究
や
実
証
実
験
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

　
市
内
中
小
企
業
が
、
大
学
な
ど

が
持
つ
高
度
な
技
術
を
、
課
題
と

し
て
い
る
事
業
の
効
率
化
や
新
事

業
の
創
出
に
生
か
す
た
め
に
市
が

支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
企
業
の
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

補
助
対
象　
次
の
①
②
と
も
に
該

当
す
る
方　
①
市
内
に
本
社
ま
た

は
工
場
等
が
あ
り
、
１
年
以
上
継

続
し
て
経
営
し
て
い
る
こ
と　
②

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
率　
原
則
、
補
助
対
象
経
費

の
２
分
の
１

問
合
せ　
企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
内
線
２
２
８
２
）

に
よ
り
、
事
態
の
深
刻
化
を
防
ぐ

こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　
人
権
問
題
は
、
市
ば
か
り
で
な

く
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
、
家
族
、

地
域
の
人
々
、
介
護
事
業
者
な
ど

の
第
三
者
が
日
ご
ろ
か
ら
連
携
し
、

何
で
も
話
せ
る
環
境
を
作
り
、
孤

立
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
地
域
で
協
力
し
合
い
、
温
か
く

見
守
る
こ
と
で
、
高
齢
者
に
限
ら

ず
、
そ
こ
で
暮
ら
す
誰
も
が
安
心

し
て
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
な

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
介
護
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
係
（
内
線
３
２
７
１
）
／
各

総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線

１
５
７
／
栗
橋
・
内
線
２
３
４
／

鷲
宮
・
内
線
１
７
０
）

産
学
共
同
研
究
費
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
元
気
サ
ロ
ン
事
業

補
助
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

広報　くき　2013（平成25年）.９13

人権人権
それは愛それは愛

高
齢
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旧医王院薬師堂
棟札

昨年の様子
（会場入り口）

昨年の様子
（大ホール）

　
古
い
建
物
が
い
つ
建
て
ら
れ
た
の
か
、
具

体
的
な
特
定
は
難
し
い
作
業
で
す
。た
だ
し
、

建
物
の
棟む

な

札ふ
だ

が
残
さ
れ
て
い
た
場
合
、
特
定

で
き
ま
す
。
棟
札
と
は
、
建
物
の
新
築
や
修

理
の
際
、
記
録
と
し
て
建
物
の
棟む

な

木ぎ

に
打
ち

つ
け
る
木
の
札
で
す
。
棟
札
に
は
建
築
年
月

日
や
目
的
、
施
主
、
大
工
の
ほ
か
、
寺
院
や

神
社
の
場
合
に
は
祈
願
内
容
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
建
築
時
期
以
外
に
も

多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
内
に
残
る
棟
札
の
中
で
も
古
い
も
の
の

一
つ
に
、
旧
医
王
院
薬
師
堂
棟
札
が
あ
り
ま

す
。
医
王
院
は
除
堀
地
区
に
か
つ
て
存
在
し

て
い
た
新し

ん

義ぎ

真し
ん

言ご
ん

宗し
ゅ
う

の
寺
院
で
、
戸と

ヶが

崎さ
き

村

（
現
菖
蒲
町
菖
蒲
）
の
吉き

ち

祥じ
ょ
う

院い
ん

の
末
寺
で
し

た
。
山さ

ん

号ご
う

は
、
江
川
山
で
、
大だ

い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

を
本

尊
と
し
て
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

郷
土
資
料
館　

☎
57
・
１
２
０
０

　
医
王
院
は
明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
に
廃

寺
と
な
り
ま
し
た
が
、
付
属
の
薬
師
堂
は
そ

の
後
も
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
54
年
の

改
修
の
際
に
２
点
の
棟
札
が
発
見
さ
れ
、
大

き
い
方
の
棟
札
の
記
述
に
よ
る
と
、
薬
師
堂

は
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
も
の
を
慶け

い

長ち
ょ
う

13
年
（
１

６
０
８
）
に
建
て
替
え
た
も
の
で
し
た
。
忍お

し

田だ

主か
ず

斗え

や
細ほ

そ

井い

弾だ
ん

正じ
ょ
う

な
ど
援
助
を
行
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
約
50
人
の
名
前
が
確
認
で
き
ま

す
。
小
さ
い
方
は
梵ぼ

ん

字じ

や
人
名
な
ど
が
書
か

れ
て
い
て
、
大
き
な
棟
札
に
付
属
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
薬
師
堂
は
改
修
に
よ
っ
て
屋
根
や
外
壁
な

ど
が
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
構
造
そ
の

も
の
は
建
築
当
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
建
物
と
棟
札
の
両
方
と
も
に

残
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
埼
玉
県
東
部
で

も
最
古
級
と
さ
れ
て
お
り
、
棟
札
２
点
は
市

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
棟
札
は
同
じ
除
堀
地
区
の
不ふ

動ど
う

寺じ

が
管
理

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
郷
土
資
料

館
で
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
郷
土
資
料
館
で
開
催
中
の
第
３
回

企
画
展
「
新
し
い
久
喜
の
た
か
ら
も
の

－

新

収
蔵
資
料
展

－

」
で
こ
の
棟
札
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
貴
重
な
文
化
財
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
（
11
月
10
日
㈰
ま
で
）
。

　
人
権
の
21
世
紀
と
い
わ
れ
る
中
で
、
埼
葛

市
町
の
地
域
に
お
け
る
人
権
問
題
に
取
り
組

む
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
主
体
と
な
り
、
行
政

と
と
も
に
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
、
地

域
間
の
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
人
権

意
識
の
高
揚
と
正
し
い
理
解
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
「
人

権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
」
事
業
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
も
、
埼
葛
12
市
町
の
全
児
童
・
生
徒

が
参
加
し
、
人
権
に
思
い
を
寄
せ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
形
に
し
た
「
10
万
人
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
や
「
10
万
羽
の
折
鶴
」
を
会
場
内
に
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
短
冊
に
願
い
を
書
き
、
飾
り
付

け
て
大
き
く
育
て
て
い
く
「
埼
葛
心
の
木
」

も
展
示
し
ま
す
。

日
時　
10
月
17
日
㈭　
９
時
30
分
〜
16
時

※
歓
迎
行
事
は
９
時
か
ら

場
所　
ア
ス
カ
ル
幸
手
（
幸
手
市
大
字
平ひ

ら

須す

賀か

２
３
８
０
の
１
）

内
容　
発
表　
金
管
鼓
笛
隊
、
元
気
ア
ッ
プ

体
操
、
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
、
楽
器
演
奏
、
合

唱
、
和
太
鼓
、
ち
ん
ど
ん
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど

※
久
喜
市
か
ら
は
久
喜
中
学
校
の
演
劇
、
栗

　
橋
東
中
学
校
の
ス
テ
ー
ジ
マ
ー
チ
ン
グ
、

　
河か

わ

籐ふ
じ

流り
ゅ
う

栄え
い

扇せ
ん

会か
い

の
新
舞
踊
が
参
加
し
ま
す
。

展
示　
特
別
支
援
学
校
、
埼
葛
12
市
町
の
人

権
共
同
展
示
な
ど

※
久
喜
市
か
ら
は
東と

う

洋よ
う

製せ
い

罐か
ん

株
式
会
社
久
喜

　
工
場
、
県
立
久
喜
特
別
支
援
学
校
、
久
喜

　
市
い
ち
ょ
う
の
木
、
久
喜
市
け
や
き
の
木

　
が
展
示
を
行
い
ま
す
。

販
売　
福
祉
施
設
等
の
自
主
生
産
品
、
皮
革

製
品
、
農
産
物
、
特
産
品
な
ど

※
久
喜
市
か
ら
は
ア
ル
ト
・
ボ
ラ
ル
あ
お
ぞ

　
ら
、
久
喜
市
あ
ゆ
み
の
郷
、
久
喜
市
い

　
ち
ょ
う
の
木
が
販
売
を
行
い
ま
す
。

入
場
料　
無
料

主
催　
人
権
啓
発
推
進
埼
葛
実
行
委
員
会
、

久
喜
市
、
幸
手
市
、
蓮
田
市
、
白
岡
市
、
三

郷
市
、
八
潮
市
、
越
谷
市
、
吉
川
市
、
春
日

部
市
、
杉
戸
町
、
宮
代
町
、
松
伏
町

問
合
せ　
人
権
推
進
課
人
権
推
進
係
（
内
線

２
３
２
１
）
／
生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係

（
内
線
４
２
８
６
）

連
載　

久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
23
回
）

旧
き

ゅ

う

医い

王お

う

院い

ん

薬や

く

師し

堂ど

う

棟む

な

札ふ

だ

江
戸
時
代
初
期
の
建
築
状
況
を
伝
え
る

第
22
回
埼
葛
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
開
催

〜
出
会
い　

ふ
れ
あ
い　

思
い
や
り
〜
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▲赤倉地区での田植えの様子
　（５年生「赤倉自然体験教室」）

▲赤倉小学校での運動会を終えて
　（5年生「赤倉自然体験教室」)

　東鷲宮小学校は、開校
23年目、児童数613人の活
気ある学校です。
　本校では、平成12年より新潟県十日町市赤倉地区
の方と、交流活動を行っています。春に５年生が２
泊３日、秋に６年生が１泊２日で実施しています。
自然との関わり合いとして、田植えや稲刈り、わら
縄作り、芋ほり等を行います。また、赤倉の人々と
の交流として、運動会や餅つき、交流会等を実施し
ています。この活動の大きな特徴は、「民泊」で

す。赤倉集落の民家に泊ま
り、人々の温かな心遣いに
触れ、感謝の気持ちとコ
ミュニケーションの態度や
能力を育てています。

きらりと輝く
けやきっ子

★保健福祉のために

　鷲宮カラオケ連合会さん 金100,559円
　百雀会久喜舞踊会さん 金60,119円
　埼玉土建久喜幸手支部さん 金15,404円

南ダンス愛好会

　私たちは、現在約20人で活動し、社交ダンスを楽しく
練習しています。ルンバ、チャチャチャ、ワルツ、タン
ゴ、サンバ、スローホックストロット等、さまざまな踊
りに取り組んでいます。
　練習しても忘れてしまうことが多く、なかなか身につ
かないこともありますが、地道にがんばっています。
　どなたでも大歓迎です。一緒に踊って楽しんでみませ
んか。
活動日時　土曜日　９時～11時
活動場所　栗橋コミュニティセンター（くぷる）
問 合 せ　山

やま

口
ぐち

　☎58－0943

対象　市内在住のおおむね就学前の子ども

※集合写真や本人以外が写っているものは不可

申込方法・問合せ　次の①から⑦までを記入し

たもの（様式は任意）に写真を添えて、直接

または郵送で、広報広聴課広報広聴係（〒346
－8501　所在地記入不要　内線5914）へ
①住所　②子どもの氏名（ふりがな）　③性別

④生年月日　⑤コメント（10文字以内）　⑥保
護者の氏名　⑦日中連絡可能な電話番号

※掲載後、写真は返却します。

その他　市ホームページにも広報紙面として掲

載しますのでご了承ください。

宝くじ助成による
設備整備を実施しました
　財団法人自治総合センターでは、コミュニティ活
動に必要な設備の整備等に関する事業に助成を行っ
ています。

平成25年度助成事業
▼本町５丁目町内会
（山車水引幕、腰幕）

▼栗橋イトーピア自治会
（テーブル、椅子、カー
ペット等集会所備品）

問合せ　自治振興課市民活動推進係（内線2624）

東鷲宮小学校
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　７月26日㈮、「栗橋Ｂ＆Ｇ海洋センター修繕助成
決定書授与式」が行われました。
　当海洋センターは、昭和63年のオープン以来、
スポーツや健康づくり活動の拠点として、男女を問
わず幅広い年齢層の方々に利用されてきました。
　今年度行う修繕は、総工事費2,590万5,000円のう
ち1,550万円の助成を受け、ろ過機の取り換えやプー
ルサイド全面改修等を行い、より安全・安心で快適
な施設にリニューアルする予定です。

　７月18日㈭、埼玉県庁で、「救急医療体制の充実
に向けた共同宣言署名式」が行われました。
　署名式では、上田知事および医師会、市長会、町
村会の各代表が出席し、田中市長が市長会を代表し
て、署名しました。宣言には、救急医療情報システ
ムの強化やシステムを閲覧するタブレット端末の救
急車への導入などが盛り込まれ、救急医療体制の強
化が期待されます。

　７月17日㈬、「栗橋南小学校北校舎竣工式」が行
われました。
　この日は、工事関係者への感謝状の贈呈や学校
長・ＰＴＡ会長・代表児童による謝辞の後、６年生
の児童による校歌斉唱などが行われ、新校舎の完成
を出席者全員で祝いました。
　新しい北校舎での授業は、２学期が始まる９月２
日㈪から開始する予定です。

　７月14日㈰、菖蒲神社境内と菖蒲町菖蒲中心商店
街通りで、菖蒲夏祭り「天王様」が行われました。
　神輿の担ぎ手の勇壮な掛け声とお囃子の軽快な音
色を響かせながら、３基の神輿と４基の山車が練り
歩き、会場は祭り一色に染まっていました。

　８月３日㈯、鷲宮地区葛西用水路沿いのコスモス
ふれあいロードで、「コスモス一斉種まき」が、行
われました。
　当日は、照り付ける日差しの下で、約720人のボ
ランティアの皆さんが種をまきました。
　秋深まる10月中旬頃には、満開のコスモスが訪れ
る人々の目を楽しませてくれるでしょう。

栗橋南小学校北校舎竣工式栗橋南小学校北校舎竣工式

栗橋Ｂ＆Ｇ海洋センター修繕助成栗橋Ｂ＆Ｇ海洋センター修繕助成
決定書授与式決定書授与式

救急医療体制の充実に向けた共同宣言署名式救急医療体制の充実に向けた共同宣言署名式

菖蒲夏祭り菖蒲夏祭り「「天王様」天王様」

コスモスふれあいロード種まきコスモスふれあいロード種まき
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菖
蒲
町
小
林
の「
地じ

獄ご
く

田だ

遺
跡
」

か
ら
出
土
し
た
土
器
・
石
器
や
久

喜
地
区
で
収
集
し
た
農
具
等
約
８

０
０
点
を
展
示
公
開
し
ま
す
。

日
程　
９
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
、

10
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
・
12
日
㈯・

13
日
㈰
・
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・
26

日
㈯
・
27
日
㈰　
９
時
〜
16
時
30
分

場
所　
青
葉
小
学
校

※
出
入
口
は
久
喜
青
葉
団
地
側
の

　
第
１
昇
降
口
で
す
。

見
学
料　
無
料

そ
の
他　
駐
車
場
は
体
育
館
南

側
、
駐
輪
場
は
正
面
玄
関
南
側
に

あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
文
化
財
保
護
課
文
化
財・

歴
史
資
料
係
（
内
線
４
３
２
２
）

　
県
立
久
喜
北
陽
高
等
学
校
の
北

側
に
あ
る
香
取
公
園
で
は
、
公
園

の
一
部
を
立
ち
入
り
制
限
し
、
野

鳥
や
野
草
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
環
境
を
守
る
た
め
、
許
可

を
得
て
そ
の
一
画
に
入
り
、
樹
木

の
枝
払
い
や
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ

ミ
の
清
掃
、
外
来
種
生
物
の
駆
除

な
ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　
10
月
５
日
㈯　
香
取
公
園

入
り
口
広
場（
エ
コ
ス
入
り
口
側
）

９
時
集
合
〜
12
時
終
了
予
定

※
小
雨
決
行

費
用　
無
料

持
物　
作
業
の
し
や
す
い
服
装
、

長
靴
、
軍
手
、
草
刈
り
鎌
、
水
筒
、

防
虫
用
品
（
お
持
ち
の
方
）

主
催　
㈶
埼
玉
県
生
態
系
保
護
協

会
久
喜
支
部

申
込
み
・
問
合
せ　
同
協
会　
佐さ

伯え
き　

☎
23
・
０
２
１
２
／
新に

い

島じ
ま

☎
21
・
４
６
６
０

16
時　
②
10
月
13
日
㈰　
14
時
〜

15
時
30
分

場
所　
郷
土
資
料
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

内
容　
①
栗
橋
関
所
の
歴
史　
②

幕
府
の
鷹た

か

場ば

と
村
人
の
く
ら
し

講
師　
①
根ね

岸ぎ
し

茂し
げ

夫お

さ
ん
（
國
學

院
大
學
教
授
）
②
榎え

の

本も
と

博ひ
ろ
し

さ
ん

（
久
喜
市
栗
橋
町
史
編
集
委
員
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
40
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　
９
月
11
日
㈬

費
用　
無
料

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
文
化
財
保
護
課
文
化

財
・
歴
史
資
料
係
（
内
線
４
３
２

３
／
月
〜
金
曜
日
）
ま
た
は
郷
土

資
料
館
（
☎
57
・
１
２
０
０
／
土・

日
曜
日
、
祝
日
）
へ

日
程　
①
10
月
５
日
㈯　
14
時
〜

日
時　
10
月
12
日
㈯　
９
時
50
分

受
け
付
け
／
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
菖
蒲
文
化
会
館
（
ア
ミ
ー

ゴ
）
会
議
室
1
・
2

内
容　
菖
蒲
を
知
ろ
う
「
自
然
・

風
土
・
人
物
」

講
師　
三み

ツつ

木ぎ

貞さ
だ

夫お

さ
ん
（
元
森

下
公
民
館
長
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
40
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　
９
月
24
日
㈫
〜
10
月

４
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
内
線
４
２
８
４
）
へ

日
時　
10
月
１
日
㈫　
17
時
〜
18
時

場
所　
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
厚
生
連
久
喜

総
合
病
院
２
階
会
議
室

内
容　
①
当
院
に
お
け
る
消
化
器

疾
患　
②
胃
腸
に
関
わ
る
薬
に
つ

い
て
〜
胃
腸
薬
・
胃
腸
に
注
意
す

る
薬
〜

講
師　
①
鈴す

ず

木き

剛つ
よ
し

消
化
器
内
科
医

長　
②
松ま

つ

永な
が

和か
ず

子こ

薬
剤
部
長

定
員　
１
２
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　
無
料

問
合
せ　
同
病
院　
企
画
広
報
課

渡わ
た

辺な
べ

・
小こ

林ば
や
し　

☎
26
・
０
０
３
３

日
程　
10
月
12
日
㈯　
８
時
45
分   

市
役
所
正
面
玄
関
前
集
合
／
９
時

出
発
〜
古
河
市
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

〜
15
時
市
役
所
帰
着
予
定

※
昼
食
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

対
象　
久
喜
地
区
の
小
学
生

定
員　
30
人
（
申
込
順
）

費
用　
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

主
催　
青
少
年
育
成
久
喜
市
民
会
議

申
込
期
間　
９
月
13
日
㈮　
９
時

〜
10
時

申
込
方
法　
直
接
、
中
央
公
民
館

研
修
室
３
で
、
保
護
者
ま
た
は
家

族
の
方
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
同
市
民
会
議　

園そ
の

部べ

☎
０
８
０・５
４
３
５・
６
０
８
８

香か
ん

取ど
り

公
園

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

久
喜
市
市
民
大
学
公
開
講
座

第
８
回
市
民
大
学
in
菖
蒲

市
文
化
財
展
示
室
公
開

第
２
回
文
化
財
・
歴
史
講
座

Ｊ
Ａ
埼
玉
県
厚
生
連
久
喜

総
合
病
院
市
民
公
開
講
座

わ
く
わ
く
！　

ど
き
ど
き
！

子
ど
も
あ
そ
び
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65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

介
護
予
防
運
動
教
室
（
は
つ
ら
つ

運
動
教
室
）
の
教
室
リ
ー
ダ
ー

（
運
動
指
導
者
）を
養
成
し
ま
す
。

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
方
、

楽
し
く
運
動
し
て
健
康
に
な
り
た

い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
運
動
指
導
未
経
験
の
方
も
参
加

で
き
ま
す
。

日
程　
10
月
11
日
㈮　
13
時
30
分

〜
16
時
30
分
／
10
月
15
日
㈫
・
25

日
㈮
、
11
月
５
日
㈫
・
19
日
㈫
、

12
月
３
日
㈫　
９
時
15
分
〜
11
時

45
分
／
11
月
14
日
㈭　
13
時
30
分

〜
16
時　
全
７
回

場
所　
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）

内
容　
講
義
・
実
技
、
運
動
指
導

実
習
等

講
師　
健
康
運
動
指
導
士
等

対
象　
次
の
①
②
を
満
た
す
方

①
市
内
の
は
つ
ら
つ
運
動
教
室
会

場
で
「
は
つ
ら
つ
リ
ー
ダ
ー
」
と

し
て
週
１
回
程
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
き
る
方　
②
初
級
講
座
修

了
後
、
養
成
講
座
（
中
級
：
平
成

26
年
３
月
ご
ろ
ま
で
実
施
予
定
）

を
受
講
可
能
な
方

定
員　
30
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
無
料

持
物　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

５
本
指
靴
下
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

申
込
期
間　
９
月
11
日
㈬
〜
10
月

４
日
㈮

※
消
防
署
が
実
施
す
る
救
命
講
習

　
を
各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

　
す
（
平
成
23
年
10
月
以
降
受
講

　
済
み
の
方
は
免
除
）。

※
現
在
開
催
し
て
い
る
運
動
教
室

　
を
事
前
に
見
学
で
き
ま
す
。ご
希

　
望
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
介
護
福
祉
課
高
齢
者

福
祉
係
（
内
線
３
２
６
４
）
ま

た
は
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
５
０
／
栗
橋
・
内
線

２
３
５
／
鷲
宮・内
線
１
７
３
）へ

　
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
を

始
め
ま
し
ょ
う
。
65
歳
以
上
の
皆

さ
ん
を
応
援
す
る
運
動
教
室
で
す
。

　
運
動
が
苦
手
な
方
、
体
力
に
自

信
の
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

日
程　
10
月
４
日
・
11
日
・
18
日・

25
日
、
11
月
１
日
・
８
日
・
22
日・

29
日
、
12
月
６
日
・
13
日
・
20
日・

27
日　
各
金
曜
日　
全
12
回　
13

時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー 

内
容　
体
力
測
定
、
転
倒
予
防
講

習
、
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ア
ッ
プ

体
操
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
指
導
等

対
象　
65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
、介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
現
在
、
痛
み
が
あ
り
治
療
中
の

　
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
汗
拭

き
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
、
上
履
き
、
飲
み
物

申
込
開
始　
９
月
11
日
㈬

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
菖
蒲
総
合
支
所
福
祉

課
（
内
線
１
５
０
）
へ

◆
１
高
齢
者
福
祉
制
度
と
サ
ー
ビ
ス

日
時　
10
月
３
日
㈭　
14
時
〜
15

時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

２
階
視
聴
覚
室

講
師　
得と

く

能の
う

和か
ず

代よ

さ
ん
（
久
喜
市

社
会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
士
）、

介
護
福
祉
課
職
員

◆
２

介
護
者
の
こ
こ
ろ
の
健
康

日
時　
10
月
８
日
㈫　
14
時
〜
15

時
30
分

場
所　
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
Ｂ

講
師　
丸ま

る

山や
ま

広ひ
ろ

子こ

さ
ん
（
久
喜
市

社
会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
士
）

◆
３
高
齢
者
の
病
気
、心
理
の
理
解

日
時　
10
月
10
日
㈭　
14
時
〜
15

時
30
分

場
所　
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
Ｂ

講
師　
澤さ

わ

妙た
え

子こ

さ
ん
（
久
喜
市
社

会
福
祉
協
議
会
看
護
師
）

◆
４

家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ

日
時　
10
月
17
日
㈭　
14
時
〜
15

時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

１
階
機
能
訓
練
室

講
師　
成な

り

田た

英ひ
で

世と
し

さ
ん
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
Ｃコ

ア

Ｏ
Ｒ
Ｅ
理
学
療
法
士
）

◆
５

お
口
の
健
康

日
時　
10
月
24
日
㈭　
14
時
〜
15

時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階
会
議
室
１

講
師　
髙た

か

井い

寛ひ
ろ
し

さ
ん
（
市
役
所
通

り
歯
科
医
院
歯
科
医
師
）

◆
６

飲
み
込
み
や
す
い
食
事

日
時　
10
月
31
日
㈭　
14
時
〜
16
時

場
所　
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）
調
理
室

講
師　
神か

み

谷や

千ち

明あ
き

さ
ん
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
恒こ

う

寿じ
ゅ

苑え
ん

管
理
栄
養

士
）

持
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん

【
１

〜
６

共
通
】

対
象　
市
内
在
住
で
、
現
在
介
護

を
し
て
い
る
方
お
よ
び
介
護
に
関

心
の
あ
る
方

定
員　
各
20
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

申
込
開
始　
９
月
10
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ　
久
喜
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局　
☎
23
・
２

５
２
６

※
こ
の
講
座
は
久
喜
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
が
市
か
ら
委
託
を
受
け

　
実
施
し
ま
す
。

は
つ
ら
つ
運
動
教
室

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
（
初
級
）

元
気
ア
ッ
プ
体
操
教
室

介
護
力
ア
ッ
プ
講
座
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日
程　
10
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯
・

19
日
㈯
・
27
日
㈰
、
11
月
９
日
㈯・

17
日
㈰
・
23
日
㈷
・
30
日
㈯
、
12

月
７
日
㈯　
全
９
回　
18
時
30
分

〜
20
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館
会
議
室
１
・

２
・
５

内
容　
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本

的
な
日
本
語
の
学
習

対
象　
日
本
滞
在
３
年
未
満
で
15

歳
以
上
の
外
国
籍
市
民（
た
だ
し
、

　
初
級
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
３
日
㈷　
８
時
30
分

※
予
備
日　
11
月
10
日
㈰

場
所　
総
合
運
動
公
園
内
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

種
目　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ

ブ
ル
ス

参
加
資
格　
初
級
レ
ベ
ル
の
方
・

オ
ー
プ
ン
大
会
（
以
前
の
本
大
会

優
勝
者
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

定
員　
各
24
組
（
超
え
た
場
合
抽

選
）

試
合
方
法　
リ
ー
グ
戦
後
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
（
参
加
数
に
よ
り
変
更
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

費
用　
１
組
３
０
０
０
円

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

　
心
を
分
か
ち
合
い
、
仲
間
を
つ

く
り
、
希
望
を
見
い
だ
す
た
め

に
、
精
神
障
が
い
に
関
心
の
あ
る

人
た
ち
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
19
日
㈯　
12
時
受
け

付
け
／
12
時
30
分
〜
16
時

場
所　
蓮
田
市
中
央
公
民
館
３
階

集
会
室

内
容　
当
事
者
に
よ
る
体
験
発
表
、

医
師
の
講
演
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
交
流
会

対
象　
精
神
障
が
い
者
や
そ
の
家

族
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ

る
方

定
員　
１
０
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　
無
料

主
催　
蓮
田
市
精
神
障
害
者
当
事

者
会
「
そ
よ
風
」

後
援　
蓮
田
市
、県
幸
手
保
健
所
、

埼
玉
県
精
神
障
害
者
団
体
連
合
会

（
ポ
プ
リ
）

問
合
せ　
同
当
事
者
会　
高た

か

木ぎ

☎
０
８
０・５
４
３
１・４
４
２
３

申
込
期
限　
10
月
16
日
㈬　
17
時

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　
往
復
は
が

き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
住
所
・

氏ふ
り

名が
な

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
久
喜
市
テ
ニ
ス
協
会　
村む

ら

上か
み

重し
げ

男お

（
〒
３
４
６

－

０
０
１
２

久
喜
市
栗
原
２
の
５
の
13
／
Ｅ

メ
ー
ルshigeom

ail@
tcat.ne.

jp

）
へ

年
・
電
話
番
号
を
明
記
）
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
久
喜
東　
松ま

つ

島し
ま（

☎
０
９
０・

９
３
０
０
・
８
５
９
０　
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
10
時
〜
16
時

／
Ｅ
メ
ー
ルsportskh@qb3.so-

net.ne.jp

）
へ

※
こ
の
事
業
は
平
成
25
年
度
ス

　
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受

　
け
て
行
い
ま
す
。

対
象
外
の
方
も
参
加
可
能)

費
用　
無
料

申
込
み　
教
室
当
日
の
開
始
時
間

ま
で
に
、
会
議
室
前
の
受
け
付
け

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
自
治
振
興
課
自
治
振
興

係
（
内
線
２
６
２
３
）

　
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　
９
月
25
日
㈬　
受
け
付
け

16
時
30
分
／
17
時
〜
18
時
30
分

※
予
備
日
10
月
２
日
㈬

場
所　
青
葉
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象　
Ｕ
７
コ
ー
ス　
幼
稚
園
年

長
〜
小
学
２
年
生
／
Ｕ
９
コ
ー
ス

小
学
２
〜
４
年
生

※
現
在
、
既
存
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

　
ム
に
所
属
し
、
今
後
も
活
動
を

　
継
続
さ
れ
る
予
定
の
方
は
ご
遠

　
慮
く
だ
さ
い
。

講
師　
佐さ

藤と
う

敦つ
と
む

さ
ん
（
元
浦
和

レ
ッ
ズ
）
、
牛う

し

島じ
ま

翔し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
（
川

越
水
上
公
園
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
）

定
員　
各
コ
ー
ス
30
人（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
サ
ッ
カ
ー
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
（
４
号
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜
東

申
込
開
始　
９
月
12
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
学

◆
サ
バ
イ
バ
ル
ご
飯
作
り

日
時　
９
月
22
日
㈰　
10
時
30
分

〜
13
時

場
所　
同
セ
ン
タ
ー
３
階
（
鴻
巣

市
袋ふ

く
ろ

30
）

対
象　
小
学
４
年
生
以
上

定
員　
25
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
、
同
セ
ン

タ
ー
へ

◆
消
防
職
員
に
よ
る
防
災
講
演
会

〜
東
日
本
大
震
災
で
の
救
援
活
動

　

に
つ
い
て
〜

日
時　
９
月
23
日
㈷　
14
時
〜
15
時

場
所　
同
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象　
ど
な
た
で
も

定
員　
１
３
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

問
合
せ　
同
セ
ン
タ
ー　
☎
０
４

８
・
５
４
９
・
２
３
１
３

秋
の
ジ
ュ
ニ
ア

サ
ッ
カ
ー
体
験
教
室

県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

９
月
イ
ベ
ン
ト

外
国
籍
市
民
の
た
め
の

日
本
語
教
室

初
級
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

み
ん
な
で
心
を
語
ろ
う
in
蓮
田
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◆
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
時　
９
月
11
日
㈬　
10
時
〜
15
時

内
容　
利
用
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会

◆
健
康
体
操

日
時　
９
月
17
日
㈫　
13
時
〜
14
時

内
容　
「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　
９
月
18
日
㈬　
13
時
30
分

〜
15
時

内
容　
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　
９
月
25
日
㈬　
10
時
〜
11
時

内
容　
パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を

使
っ
た
健
康
体
操

講
師　
小こ

林ば
や
し

靖や
す

子こ

さ
ん

◆
薬
剤
師
に
よ
る
講
演

日
時　
９
月
27
日
㈮　
13
時
〜
14
時

内
容　
く
す
り
の
正
し
い
使
い
方

に
つ
い
て

講
師　
村む

ら

田た

企も
と

哉や

さ
ん

館
、
14
時
45
分
児
童
セ
ン
タ
ー
帰

着
予
定

※
雨
天
中
止

場
所　
大
宮
公
園（
さ
い
た
ま
市
）

対
象　
市
内
在
住
の
幼
児
（
保
護

者
同
伴
）

定
員　

16
組
（
申
込
順
）

※
児
童
セ
ン
タ
ー
・
鷲
宮
児
童
館

　
で
、
そ
れ
ぞ
れ
８
組
ず
つ
受
け

　
付
け
ま
す
。

◆
２

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験
会

日
程　
10
月
６
日
㈰　
①
9
時
15

分
児
童
セ
ン
タ
ー
、
９
時
30
分
鷲

宮
児
童
館
出
発
／
11
時
30
分
鷲
宮

児
童
館
、
11
時
45
分
児
童
セ
ン

タ
ー
帰
着
予
定　
②
12
時
45
分
児

童
セ
ン
タ
ー
、
13
時
鷲
宮
児
童
館

出
発
／
15
時
鷲
宮
児
童
館
、
15
時

15
分
児
童
セ
ン
タ
ー
帰
着
予
定

※
雨
天
中
止

場
所　
蓮
田
市
井い

沼ぬ
ま

対
象　
①
市
内
在
住
の
幼
児
（
保

護
者
同
伴
）　
②
市
内
在
住
の
幼

児
と
小
学
生
（
幼
児
と
小
学
１
年

生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
各
20
人
（
申
込
順
）

※
児
童
セ
ン
タ
ー
・
鷲
宮
児
童
館

　
で
、
そ
れ
ぞ
れ
10
人
ず
つ
受
け

　
付
け
ま
す
。

【
１

・
２

共
通
】

※
市
バ
ス
を
利
用

費
用　
無
料

申
込
開
始　
９
月
15
日
㈰　
９
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
、
児

童
セ
ン
タ
ー（
☎
21
・
８
１
８
１
）

ま
た
は
鷲
宮
児
童
館
（
☎
58
・
７

◆
１

幼
児
の
館
外
活
動

日
程　
10
月
２
日
㈬　
９
時
45
分

児
童
セ
ン
タ
ー
、
10
時
鷲
宮
児
童

館
出
発
／
14
時
30
分
鷲
宮
児
童

０
５
４
）
へ

※
電
話
や
代
理
で
の
申
し
込
み
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

―

中
央
図
書
館―

☎
21
・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　
９
月
21
日
㈯　
14
時

内
容　
「
上し

ゃ
ん

海は
い

特
急
」
（
１
９
３

２
年
ア
メ
リ
カ
作
品
）
82
分

定
員　
50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　
無
料

◆
親
子
で
楽
し
む
絵
本
と
わ
ら
べ

　

う
た

　
家
庭
で
使
え
る
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
、

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
程　
10
月
９
日
・
16
日
・
23
日

各
水
曜
日　
全
３
回　
10
時
15
分

〜
12
時

場
所　
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

内
容　
わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
の
実
演
、
講
義
（
実
演

は
親
子
で
一
緒
に
、
講
義
は
保
護

者
の
み
で
、
子
ど
も
は
同
室
で
遊

び
ま
す
）

講
師　
落お

ち

合あ
い

美み

知ち

子こ

さ
ん
（
児
童

文
学
研
究
家
）

対
象　
２
歳
前
後
の
子
ど
も
と
親

（
二
人
一
組
）
で
、
３
回
と
も
参

加
で
き
る
方

定
員　
10
組
（
申
込
順
）

申
込
開
始　
９
月
14
日
㈯　
10
時

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

中
央
図
書
館
へ

―

栗
橋
文
化
会
館
図
書
室―

☎
52
・
２
０
０
０

◆
図
書
館
講
座
「
語
り
手
入
門
講

　

座
（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）」

〜
お
話
で
豊
か
な
心
を
育
も
う
〜

日
程　
10
月
４
日
・
11
日
・
25
日

各
金
曜
日　
全
３
回　
10
時
〜
11

時
30
分

場
所　
栗
橋
文
化
会
館
視
聴
覚
室

内
容　
語
り
に
つ
い
て
の
講
義
と

演
習

講
師　
伊い

藤と
う

三み

鶴つ
る

さ
ん
（
元
鷲
宮

図
書
館
長
）

対
象　
語
り
の
経
験
が
な
く
全
日

程
に
参
加
で
き
る
方

定
員　
15
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　
９
月
11
日
㈬　
９
時

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

栗
橋
文
化
会
館
図
書
室
へ

休
館
の
お
知
ら
せ

　
栗
橋
文
化
会
館
図
書
室
は
、
特

別
整
理
等
の
た
め
、
９
月
24
日
㈫

か
ら
10
月
１
日
㈫
ま
で
休
館
し
ま

す
。
こ
の
間
、
栗
橋
文
化
会
館
図

書
室
で
は
、
本
の
貸
し
出
し
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
栗
橋
文
化
会
館
図
書
室

所
蔵
の
図
書
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
も
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

市
立
図
書
館

児
童
セ
ン
タ
ー
・

鷲
宮
児
童
館
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内　　　容 日　　　時 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談
【要予約】

９月18日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

９月19日㈭
13時30分～15時30分

栗橋総合支所２階
第２会議室、応接室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

９月24日㈫
10時～12時

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318）

10月10日㈭
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室、研修室１・２・３

人権推進課人権推進係
（内線2321）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

９月20日㈮
13時～17時

久喜総合文化会館
和室１・２ 人権推進課男女共同参画係

（内線2322）10月４日㈮
13時～17時

市役所４階
相談室３

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日８時30分から）

10月10日㈭
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
404会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

10月21日㈪
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２
栗橋総合支所２階
第１・２会議室

11月１日㈮
13時30分～16時30分

市役所４階
第５会議室

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国の事務に関すること)

９月17日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
405会議室

９月17日㈫
13時30分～16時

菖蒲総合支所４階
第２集会室

９月18日㈬
13時30分～16時

市役所４階
第５会議室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室 消費生活相談室　☎22－3925

※相談時間外は、生活安全課
　市民生活・青少年係
（内線2633）特設消費生活相談 ９月25日㈬

10時～12時／13時～16時
鷲宮総合支所4階
405会議室

年金相談
【要予約】

９月18日㈬
９時～12時／13時～15時

市役所１階
相談室１

市民課（総合窓口）市民係
（内線2663）

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所２階
開発建築課

開発建築課建築指導係
（内線3766）

内職相談 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所１階
相談室１・２

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510 

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園
※電話相談可

面接相談
（学校生活、就学等に関すること）
【要予約】前日まで

９月11日・18日・25日、
10月２日　各水曜日
14時30分～16時

中央幼稚園 指導課指導係
（内線4262）

交通事故発生状況　７月　※(　)内は平成25年の累計
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
56

（389）
0

（５）
８
(34)

57
(440)

294
(1,976)

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　７月　※(　)内は平成25年の累計
建　物 ４（32） 急　病 345（2,222）
車両・船舶 ０（３） 交　通 55（ 400）
その他 ４（26） その他 161（1,140）
火災件数 ８（61） 救急件数 561（3,762）

さくら☎21－0787／すみれ☎21－0120／ひまわり☎22－8246
あおば☎22－2566／中央☎23－6030／中央分園☎21－7870
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手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●無　料　相　談 市役所　☎ 22－1111／  22－3319



診療日 診療時間

９月１日㈰・８日㈰・15日㈰・
22日㈰・29日㈰、10月６日㈰ 19時～22時　

９月16日㈷・23日㈷ 14時～17時／
19時～22時　

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ９月11日㈬　受付：13時～13時45分 平成25年５月生まれ
10か月児健康診査 ９月13日㈮　受付：13時～13時45分 平成24年11月生まれ
１歳６か月児健康診査 ９月25日㈬　受付：13時～13時45分 平成24年２月生まれ
３歳児健康診査 ９月24日㈫　受付：13時～13時45分 平成22年５月生まれ
乳幼児健康相談 ９月12日㈭　受付：13時～14時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 10月３日㈭　10時～11時30分 5～７か月児の保護者

むし歯予防教室
【要予約】 10月９日㈬　受付：12時45分～13時 平成23年５月～８月生まれ

ママ・パパ教室
【要予約】 ９月17日㈫・20日㈮、10月１日㈫・５日㈯ 出産予定日が平成25年12月～平成26年１月の妊婦と

その家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
精神保健福祉士による
こころの健康相談
【要予約】

９月27日㈮　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等
※家族などからの相談も可

―　菖蒲保健センター　―

―　栗橋保健センター　― ―　中央保健センター　―

◆骨粗しょう症予防講座

～骨から「美しく！　たくましく！」～

日時　10月16日㈬　13時～15時30分
場所　農業者トレーニングセンター
内容　①栄養講話「バランス食で骨
イキイキ」　②運動講話・運動指導
「簡単ストレッチで骨のアンチエイ
ジング」
講師　①清

し

水
みず

悦
えつ

子
こ

さん（管理栄養士）
②石

いし

田
だ

泰
たい

樹
き

さん（済生会栗橋病院理
学療法士）
対象　おおむね40歳以上の市内在住者
定員　25人（申込順）
費用　無料
持物　動きやすい服装
申込開始　９月11日㈬
申込方法　直接または電話で、菖蒲
保健センターへ
◆ワクワクドキドキ♪　けんこう測

　定会

～あなたのからだ、お元気ですか？～

日時　10月10日㈭　①13時30分～13
時50分　②14時～14時20分　③14時
30分～14時50分　④15時～15時30分

◆高血圧予防講座

日程　①10月５日㈯　14時～15時　
②10月16日㈬　９時30分～12時30分
③10月24日㈭　13時30分～15時30分
全３回
場所　栗橋保健センター
内容　①講話「高血圧予防と治療に
ついて」　②講話・調理実習「上手
な減塩のコツ」　③運動講話・実践
「効果的な運動のコツ」
講師　①坂

さか

田
た

亨
とおる

さん（さかた内科ク

◆久喜市保健事業推進員募集

　健診、相談、訪問指導等の保健事
業を円滑に実施するため、保健事業
推進員を募集しています。
応募資格　保健師・助産師・保育士
のいずれかの資格を有する方
勤務日　月１日～15日以内で１日４
時間以内
勤務先　中央保健センター
報酬　日額5,600円
申込み　中央保健センター

場所　菖蒲保健センター
内容　超音波法による骨密度チェッ
ク、肺活量測定、簡単な体力チェッ
ク(握力、垂直跳び等)、栄養士によ
る栄養相談、カルシウムちょい足し
メニューの試食
対象　市内在住者
定員　①～④各20人（申込順）
費用　無料
申込開始　９月11日㈬
※脱ぎやすい靴下等でお越しください。
申込方法　直接または電話で、菖蒲
保健センターへ

リニック院長）　②鈴
すず

木
き

みはるさん
（管理栄養士）　③小

こ

林
ばやし

麻
ま

衣
い

子
こ

さん
（済生会栗橋病院理学療法士）
対象　市内在住者で全３日間参加で
きる方
定員　30人（申込順）
持物　①筆記用具　②筆記用具、エ
プロン、三角きん、ふきん　③運動
のできる服装、飲み物
費用　無料
申込開始　９月10日㈫
申込方法　直接または電話で、栗橋
保健センターへ
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久喜・白岡休日夜間急患診療所　☎＆ 　21－9090

診療科目　内科・小児科

受付時間　診療開始30分前から終了30分前まで

所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）

※お問い合わせは診療時間内にお願いします。

●埼玉県救急医療情報センター（医療機関案内）

　☎048－824－4199【24時間対応】
　（歯科・精神科案内と医療相談は除く）

●小児救急電話相談

♯8000　☎048－833－7911
受付時間　月～土曜日　19時～翌朝７時／
　　　　　日曜日、祝日　９時～翌朝７時

●埼玉県精神科救急情報センター
（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内）

　☎048－723－8699
受付時間　月～金曜日　17時～翌朝８時30分／
　　　　　土・日曜日、祝日　８時30分～翌朝８時30分



事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査
９月10日㈫　受付：13時～13時45分 平成25年５月生まれ
10月４日㈮　受付：13時～13時45分 平成25年６月生まれ

10か月児健康診査 10月３日㈭　受付：13時～13時45分 平成24年11月生まれ
１歳６か月児健康診査 ９月26日㈭　受付：13時～13時45分 平成24年３月生まれ
３歳児健康診査 ９月25日㈬　受付：13時～13時45分 平成22年５月生まれ
乳幼児健康相談 10月２日㈬　受付：９時30分～11時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】

９月10日㈫　10時～11時30分10月４日㈮　 ５～７か月児の保護者

ママ・パパ教室
【要予約】

９月14日㈯ 出産予定日が平成25年12月～平成26年１月の妊婦と
その家族

10月８日㈫ 出産予定日が平成26年２月～３月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
精神保健福祉士による
こころの健康相談
【要予約】

10月９日㈬　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等 
※家族などからの相談も可

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 10月２日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成25年５月～６月生まれ
１歳６か月児健康診査 ９月18日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成24年１月～２月生まれ
３歳児健康診査 10月９日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成22年５月～６月生まれ
乳幼児健康相談 10月７日㈪　受付：13時30分～15時
むし歯予防教室 ９月25日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成23年５月～８月生まれ

健康体操 ９月11日㈬　13時30分～15時
場所：農業者トレーニングセンター おおむね40歳以上の市内在住者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 ９月27日㈮　９時～12時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ９月17日㈫　受付：13時～13時30分 平成25年５月生まれ
10か月児健康診査 10月１日㈫　受付：13時～13時30分 平成24年11月16日～12月15日生まれ

１歳６か月児健康診査
９月10日㈫　受付：12時50分～13時30分 平成24年１月～２月生まれ
10月８日㈫　受付：12時50分～13時30分 平成24年３月～４月生まれ

３歳児健康診査 ９月24日㈫　受付：13時～13時30分 平成22年４月１日～５月15日生まれ
乳幼児健康相談 ９月30日㈪　受付：９時30分～11時
ママ・パパ教室
【要予約】 ９月17日㈫、10月３日㈭・７日㈪ 出産予定日が平成25年12月～平成26年３月の妊婦と

その家族

多胎児のつどい（双子・三
つ子の保護者のつどい)

９月11日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋地域子育て支援センター
　　　（くぷる内) 双子・三つ子の保護者
10月９日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋保健センター

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

ウオーキング体操 10月３日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ダンベル体操 ９月19日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） ９月19日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族　

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で受診
や参加を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、言語聴覚士による個別相談を実施し
ています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。

保健センターの保健事業 ９月10日㈫～10月10日㈭（９月１日～９日は広報くき８月１日号に掲載）

広報　くき　2013（平成25年）.９23

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●健康コーナー
中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021

栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521



昨年の江面地区市民体育祭の様子

日　時　10月13日㈰　８時30分
※雨天中止。当日実施の場合は、6時30
分に信号花火を打ち上げます。

場　所　鷲宮運動広場
対　象　鷲宮地区住民
問合せ　鷲宮温水プール　☎59－2288

日　時　10月６日㈰　８時30分
※雨天中止。当日実施の場合は、６時に
信号花火を打ち上げます。

場　所　南栗橋スポーツ広場
対　象　栗橋地区住民
問合せ　栗橋Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎52－5510

日　時　10月20日㈰　８時30分
※雨天中止。当日実施の場合は、6時30
分に信号花火を打ち上げます。

場　所　八束緑地グラウンド
対　象　菖蒲地区住民
問合せ　菖蒲温水プール　☎87－2616

◆東地区市民体育祭

日　時　10月６日㈰　９時～15時
※雨天中止。当日実施の場合は、７時に
　信号花火を打ち上げます。

場　所　久喜東小学校校庭
※太田小プール新設工事のため、今年も
　久喜東小で行います。

対　象　久喜東小学校・太田小学校区の住民
問合せ　東公民館　☎21－8030

◆江面地区市民体育祭

日　時　９月29日㈰　８時40分～16時
※予備日10月６日㈰。当日実施の場合は、
　７時に信号花火を打ち上げます。

場　所　江面第二小学校校庭
対　象　江面地区住民
問合せ　中央公民館　☎21－1550

※菖蒲・栗橋・鷲宮地区の内容や申込方法は、別途
配布予定のプログラムをご覧ください。

～楽しもう！　スポーツの秋～

地区体育祭開催地区体育祭開催

久喜地区 菖蒲地区

栗橋地区

鷲宮地区
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この広報紙は60,100部作成し、１部当たり18円（うち広告料収入を除いた市負担は１部14円）です。
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